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叡山閣（付置研究所）

京都市左京区一乗寺病ダレ、 

大津市山中町字狸穴 

本校キャンパス
京都市左京区岩倉木野町、 

同岩倉幡枝町、同静市市原町 

修交館（寄宿舎） 
京都市左京区岩倉幡枝町 

木野寮（寄宿舎） 
京都市左京区岩倉木野町 

八瀬陶窯（陶芸窯）

京都市左京区八瀬近衛町 

朽木学舎 
（厚生補導施設） 

高島市朽木古屋字沢原他 

丹後学舎 
（厚生補導施設） 

京丹後市丹後町平小字七本松

／他 
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(1)都道府県内における位置関係の図面
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本校キャンパス  校地図 京都精華大学校地 226,085㎡ 

(3)校舎, 運動場等の配置図（完成年度のもの）

―　図面　―　3　―



京都精華大学
本校キャンパス 平面図

国際会館駅

京都市営地下鉄烏丸線

■＝一部マンガ学部キャラクターデザイン学科専用校舎
■＝全学共用校舎

京都駅

京都市営地下鉄烏丸線

バス利用7分
距離 2.3km

地下鉄利用20分
距離 10.3km

自在館
鉄骨造
地下1階付3階建
3,913.38㎡

対峰館
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ・鉄骨造
5階建
10,741.95㎡

5号館
鉄筋コンクリート造
地下1階付2階建
2,539.81㎡

究明館
鉄骨造　3階建
279.02㎡

体育館
鉄筋コンクリート造
3階建
3,105.87㎡

遠友館（クラブBOX）
鉄筋コンクリート造
2階建
407.75㎡

悠々館（食堂）
鉄筋コンクリート造
2階建
2,071.53㎡

流渓館
鉄筋コンクリート造
地下1階付2階建
2,612.71㎡

光彩館
鉄筋コンクリート造
地下1階付3階建
2,259.99㎡

情報館、黎明館
鉄筋コンクリート造
地下1階付3階建
7,405.49㎡

清風館
鉄筋コンクリート造
地下1階付3階建
2,198.57㎡

一星館（守衛所）
鉄筋コンクリート造
平屋建
92.74㎡

明窓館
鉄骨造
4階建
4,051.86㎡

本館
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ・鉄骨造
5階建
6,454.67㎡

朝夕館
軽量鉄骨造
2階建
157.88㎡

春秋館
鉄筋コンクリート造
2階建
2,158.88㎡

７号館
鉄筋コンクリート造
地下1階付4階建
3,556.72㎡

風光館
鉄筋コンクリート造
地下1階付3階建

7,789.49㎡

遠友館（クラブBOX）
鉄筋コンクリート造
地下1階付1階建
435.09㎡

同朋館
木造　2階建
208.92㎡

友愛館
鉄筋コンクリート造
4階建
3,332.10㎡

愛智館
鉄骨造
4階建
972.53㎡
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修交館（寄宿舎）  周辺図 京都精華大学校地 226,085㎡ 
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木野寮（寄宿舎）  周辺図 京都精華大学校地 226,085㎡ 
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八瀬陶窯（陶芸窯）  周辺図 京都精華大学校地 226,085㎡ 
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朽木学舎（厚生補導施設）  周辺図 京都精華大学校地 226,085㎡ 
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丹後学舎（厚生補導施設）  周辺図 京都精華大学校地 226,085㎡ 
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※校地は黒枠部

叡山閣（付置研究所）  周辺図 京都精華大学校地 226,085㎡ 
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１ 設置の趣旨及び必要性 
１－１ 教育の理念及び沿革 
 京都精華大学は、人間を尊重し人間を大切にすることを教育の基本とし、学問・芸術によ
って、人類社会に尽くそうとする自立した人間の形成を目的に、美術科と英語英文科をもつ
短期大学として 1968 年に開設された。1979 年に 4 年制大学として美術学部造形学科、美
術学部デザイン学科を設置。1989 年に人文学部人文学科を開設。2000 年に美術学部を芸術
学部に名称変更し、同時に日本初となるマンガ学科を設置。2006 年にマンガ学部、デザイ
ン学部を開設、2021 年にメディア表現学部、国際文化学部を開設へと展開してきた。 

2024 年現在では、芸術学部、デザイン学部、マンガ学部、メディア表現学部、国際文化
学部の 5学部と、芸術、デザイン、マンガ、人文学の大学院研究科を擁しており、芸術と文
化を通して社会に貢献する人間の育成を行っている。これまでも社会の多様な場で活躍す
る多くの人材を輩出している。 
また、マンガ学部を開設した 2006 年には京都市との共同事業として「京都国際マンガミ

ュージアム」を開設し、展覧会や研究活動を通じて国内外へ広くマンガの文化的意義を発信
する活動を積極的に展開している。 
 
１－２ 現状の課題と改組の目的等 

(1)大学全体の課題からみた必要性 
本学におけるマンガ領域の教育については、1973 年に当時の京都精華短期大学美術科

にマンガクラスを設置、4 年制大学となった 1979 年には美術学部デザイン学科にマンガ
専門分野を設置するなど、開学当初より先駆的にマンガを教育・研究の領域と捉え、人材
育成に取り組んできた。 

2006年に開設したマンガ学部は、2025 年度現在においては、マンガ学科、アニメーシ
ョン学科の 2学科により構成され、マンガ学科にストーリーマンガ、新世代マンガ、キャ
ラクターデザインの各コース、アニメーション学科にアニメーションコースを置いてい
る。国内外において人気のある日本のマンガ表現、アニメーションの更なる発展に貢献で
きる資質を備えた人材の養成を目的とし、修得させる能力としては、理論および技法を学
び、実践によって自己を表現できる制作技術としている。一方近年では、情報通信環境の
発達、コンテンツのデジタル化が進み、またマンガ・アニメ関連のコンテンツは、メディ
アミックスといわれる手法により複数のメディアで展開されることも多く、異なるメデ
ィアをつなぐ「キャラクター」はいっそう重要な役割を果たすようになっている。複数の
メディアでの展開を進めるためには、マンガ・アニメーションに関する理論、技法に加え
て、エンターテイメントやゲームといった領域を含む知識と能力を持つ人材の育成が求
められており、従来のマンガ学科の枠組みでは捉えられない領域を含めた学科の新設が
必要であるとの判断からマンガ学部にキャラクターデザイン学科を設置することとした。 
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（2）社会的背景からみた必要性 
近年はパソコンとスマートフォンの利用が定着し、インターネットや SNS が普及した

ことにより情報通信環境が著しく変化し、サービスの多様化と端末の多機能化・高機能化
が進み、いつでも、どこでも、誰でも、何でもネットワークに接続し、情報を受けるだけ
でなく、自ら必要な情報を探し出したり、自分で情報を発信したりすることができるユビ
キタスネットワーク社会が到来したと言える。 
こうした情報通信環境の変化により、マンガ、アニメをはじめとしたコンテンツの提供

と消費においても、サービスとメディアの多様化がもたらされている。コンテンツやゲー
ム産業のみならず、企業のマーケティング領域にも積極的に取り入れられているメディ
アミックスにおいては、ある世界観の下で、それに整合性のある複数の物語を複数のメデ
ィアで展開することにより、次第に物語の全貌を明らかにしていくことで、読者や観客や
プレイヤーに魅力的な物語体験を提供することが求められており、コミュニケーション
の中心的な地位を占め、複数のメディアを組み合わせる際に結節点となる「キャラクター」
の重要性が増すとともに、「キャラクターデザイン」の必要性はさらに増している領域と
考えられる。 
このような情報通信環境とコンテンツの変容は、高等教育機関に対しても、マンガ、ア

ニメーション、イラストレーション、ゲームなどの制作に加えて、キャラクター領域の高
度な人材育成を要請し、教育の体系化と拡充を図ることが求められていると考える。 
また、成長を続ける世界のコンテンツ市場において、日本は、世界第 3 位(2023 年 3月)

に位置し、コンテンツ産業は、半導体産業、鉄鋼産業に次ぐ重要な国内産業である。（資
料１・２）コンテンツ市場のうち、ゲームは、日本の海外売上 59%を占める一方で、急成
長を続ける中国や韓国からパソコン・スマートフォンゲームの分野で後れを取っている。
（資料３・４）このような背景から、ゲーム市場での日本の国際競争力を一層強化するた
め、新資本主義実現会議のもと、文化庁、経済産業省、総務省等が連携する国策として、
クリエイターの育成や待遇・環境改善、コンテンツの海外展開促進などの事業が進められ
ている。（資料５～７） 

 
１－３ 養成する人材像と３つのポリシー 
学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）と教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・

ポリシー）、入学者受入方針(アドミッション・ポリシー)との相関は、（資料８）のとおりで
あり、方針間の整合性がとれるよう設定している。 
 

(1) 養成する人材像 
キャラクターデザイン学科で養成する人材像は、「キャラクターづくりによって育まれ

た絵心を持ち、コンテンツの創造と発信に意欲的に取り組む人材、またキャラクターデザ
インの力で、ゲームやエンターテイメントに携わるクリエイター」とする。 
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(2) ディプロマ・ポリシー 
学位授与の方針として、以下の 5つの力を身に付けていることとする。 

DP1 知識と理解  
「広い視野から複眼的に考察するための知識と理解力」 

DP2 創造的思考・ 視点と考察  
「新しい文化と価値を発想するための創造的思考力」 

DP3 技術・研究と表現  
「変化し続ける社会で専門領域の学びを生かすための応用力」 

DP4 他者理解と協働  
「地球規模の視点で社会的課題に取り組むための他者理解力と協働力」  

DP5 社会への関心と行動  
「より良い社会を創るための主体的な行動力」 

 
(3) カリキュラム・ポリシー 
学位授与の方針を達成するために、全学共通教育科目、学部専門教育科目を体系的に編

成し、講義、演習、実習等を適切に組み合わせた授業を開講する。科目のナンバリングお
よびカリキュラム・マップにより、カリキュラムの体系を明示している。 
 
 教育内容、教育方法、評価について以下のように定めている。 

 1. 教育内容 
 （1）全学共通教育科目 

全学共通教育科目は、各自の専門性を活かしつつ社会の中で自由な 個人として
生きる姿勢を培うため、様々な学問領域にわたる科目を配置する。具体的には、表
現科目群、グローバル科目群、リベラルアーツ科目群に加え、導入プログラム、マ
イナー科目群、社会実践力育成プログラム、キャリア科目群から構成される。 

 （2）学部専門教育科目 
学部専門教育科目は、学部共通科目と学科専門科目から構成され、専門分野の基

礎から専門的知識・技能や主体的に取り組む態度を修得し、それらを総合的に活用
する力を養うため、体系的に科目を配置する。 

 2. 教育方法 
（1） 学生の主体性を伸ばすため、能動的学修の視点を取り入れた教育方法を実施する。 
（2）授業内・外の学修時間を考慮した授業内容を設計する。 
（3）学修成果の可視化を通じて、学生の自律的な学修を支援する。 
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3. 学修成果の評価 
   本学では、学位授与の方針に掲げる能力・資質およびこれらの総合的な活用力の修

得状況を、「学部・学科レベル」「科目レベル」の 2つのレベルで把握し、評価する。
各レベルの評価の実施方法は、以下のとおりとする。 

 （1）学部・学科レベル 
学部・学科レベルの評価は、学部学科所定の教育課程における卒業要件達成状

況、進級要件達成状況により行う。 
 （2）科目レベル 

科目レベルの評価は、シラバスで提示された科目の学修目標に対する評価に
より行う。 

 
(4) アドミッション・ポリシー 
本学のアドミッション・ポリシーは以下の 3 つの領域を定めている。 

① 知識・理解・技能  
1. 高等学校の教育課程における基礎学力・技能を有している 
2. 入学後に発展可能な、作品制作に関する基礎知識・技能を有している 

② 思考・判断・表現 
1. 身近な問題について、知識や情報をもとに筋道を立てて思考できる 
2. 他者の意見を理解し、自分の考えをわかりやすく表現できる 

③ 関心・意欲・態度 
1. 新しい領域や多様な人々に対して先入観なく向き合い、生涯にわたって学習を
継続する意欲がある 

2. 学びたい学部・学科の知識や経験を社会で活かしたいという目的意識を持って
いる 

 
１－４ 中心的な学問分野 
キャラクターデザイン学科の中心的な学びは「キャラクターデザイン」であり、本学のこ

れまでのマンガ、アニメーション関連の教育実績を踏まえ、大学における学科系統において
は芸術のデザイン関係、その他の中に分類されるマンガ学、キャラクターデザイン学、アニ
メーション学に該当すると考えられる。 
また、ゲームについては系統として確立されていないが、デザイン関係、メディア関係、

コンテンツ関係など、広く芸術の領域を含むと考えられる。 
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２ 学部・学科等の特色 
キャラクターデザイン学科では、従来の 2D キャラクターイラストレーション中心の実技

教育を充実させ、発展させるため、新たに「2D イラストレーション」「3Dグラフィックス」
「ゲームデザイン」の三つの軸を設け、それらを相関させたカリキュラムへと体系化し、拡
充する。さらに、美術解剖学やメカニックスといった美術の基礎的な学修と、自然科学や物
語などを通じてキャラクターの本質を学び、他方では、イラストレーション、モデリング、
デザインを融合し拡張するためのストーリーテリングやコンセプトデザインに求められる
スキルを身につける。それによって、普遍的な知識と問題発見力、クロスメディア展開にお
いて発揮できる創造力と問題発見力をもった人材を育成する。 
カリキュラムの体系化と拡充の背景としては、近年オンラインゲームやゲームアプリを

プラットフォームとして、「キャラクター」が産出されていることがあり、従来の 2D イラ
ストレーションに、3D グラフィックスとゲームデザインというゲーム関連プログラムを導
入した。ゲームの開発と制作においては、課題発見と発想、課題解決を行う様々な過程と工
程が含まれるため、これら教育課程において横断的かつ総合的に学び、統合的な能力を養う
ことができると考える。 

 
３ 学部・学科等の名称及び学位の名称 
キャラクターデザイン学科の教育・研究の中心はキャラクターであり、これらをコンテン

ツとして活用するためのスキルを身につけることを目的とする学科であるため、学科名称
を「キャラクターデザイン学科」とし、英訳名称は “Department of Character Design”とす
る。学位に付記する専攻分野の名称は、マンガ学部と同様に、学士(芸術)とする。 

 
４ 教育課程の編成の考え方及び特色 

(1) 全学共通科目 
全学共通教育科目は「導入プログラム」「表現科目」「グローバル科目」「リベラルアー

ツ科目」「キャリア科目」「社会実践力育成プログラム」「横断科目」の科目区分により構
成されている。 
「導入プログラム」では、入学初年度に大学の理念や学部の学びについて理解し、学び

の領域や姿勢、目的を理解する。 
「表現科目」においては、表現技術であるコミュニケーションスキル、リテラシー能力、

観察力を身につけるための科目が配当され、必修科目である「コミュニケーションスキル
1・2」「アカデミックスキル 1・2」は初年次に、「アカデミックスキル 3・4」は 3 年次に
履修し、卒業制作や卒業論文に求められる構成力、表現力、論理力の向上に取り組む。ま
た、各学部それぞれの表現について専門的な知識を獲得するための科目が配当される。 
「グローバル科目」では、英語、日本語を含めた 12 言語の語学科目を置くとともに、

現代の世界における諸問題を理解するための科目が配当される。 
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「リベラルアーツ科目」では、哲学、法学、政治学などの大学における学びの基盤とな
る教養科目に加え、シティズンシップ（市民権）やダイバーシティ（多様性）、クリエイ
ティブシンキング、データサイエンス、プログラミング、ＡＩなど、これからの社会にお
いて一層重要となる基礎的な素養を身に着けるための科目を配当している。 
「キャリア科目」では卒業後の進路選択のために身につけておくべき思考、態度などの

修得をめざしている。また、留学生に向けたキャリア教育の一環として、外国人留学生が
日本の企業にスムーズに就職することができるよう、日本特有の企業文化を理解するた
めの科目を配置していることが特徴といえる。 
「社会実践力育成プログラム」では、短期留学、インターンシップなどを通して、学内

外のさまざまな人々とともに、企業や行政と関わり、社会が抱える課題と向き合い、考え
る機会を設けている。主な学習環境は学外であり、これらの経験を通して学修への動機付
けを高め、社会的に自立する経験を体感し、職業生活に必要な能力を育成する目的がある。 
「横断科目」として、各学部における専門科目に加え、さまざまな専門分野を横断的に

学修するために、本学の学部の各分野から提供された科目を選択することができる。学生
の所属学部を超えて学修の幅を広げることが可能となる。 
これらの科目を通して、グローバルな観点から思考し、リベラルアーツ（深く広い教養

と見識）に基づいてより良い社会を創る意欲を持ち、多様な人々と協働し、世界の様々な
課題に対する新しい価値を表現し、提供できる人間となる素地を形成する。 
 
(2) 学部専門教育科目 
「マンガ学部基盤科目」「マンガ学部共通科目」「キャラクターデザイン学科専門科目」

の各科目区分により構成されている。 
「マンガ学部基盤科目」は 1年次の必修であり、配当されている複数の科目により、日

本の主要または重要なマンガ家とマンガ作品の特徴について学術的な考察、日本マンガ
の表現、産業、文化としての特異性の理解、マンガ表現の歴史とマンガ読者の成立過程お
よび文化や社会におけるマンガの存在価値とその変遷等を学習することを通じ、キャラ
クターデザインを学ぶうえで必要な、マンガという表現の基礎知識を身に付けることを
目的としている。 
「マンガ学部共通科目」は、2、3 年次の選択科目として、「キャラクター造形論」「マ

ンガリテラシー」「メディア文化論」が開講され、キャラクターおよびキャラクターデザ
インの考え方、基礎知識、国内外の動向、キャラクタービジネスの基本と方法論を学ぶ。
また、作品の鑑賞も交えたマンガ表現独特の構成要素を具体的に学ぶ機会が提供され、あ
わせてマンガから派生したコンテンツの特異性を理解し、日本のマンガやアニメーショ
ンにおける表現について理論的に学ぶことで、キャラクターデザイン領域の創作の幅が
広がると考える。 
このようにキャラクターデザイン学科がマンガ学部に置かれることで、マンガ学部に
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開講される科目を受講でき、マンガ、アニメーションに関する基礎的知識の修得に加え、
社会的、歴史、理論的背景を知ることが可能となり、国内外でひろく大衆に支持される日
本のマンガ・アニメーション文化を理解したうえで、キャラクターデザインの実践を行う
ことができる。 
「キャラクターデザイン学科専門科目」は、学科の特色としている「2Dイラストレー

ション」「3D グラフィックス」「ゲームデザイン」の三つの軸を踏まえ編成しているが、
1 年次では全員が「2Dイラストレーション」「3Dグラフィックス」「ゲームデザイン」の
全ての領域を経験でき、2 年次より 2領域まで絞り込み、3年次領域を確定することがで
きるよう履修指導するために、「キャラクターデザイン学科専門科目」1 年次あるいは 2
年次配当科目は選択必修科目としている。1 年次あるいは 2、3 年次に配当している科目
は、学生の興味・関心、制作する作品の方向性、希望する卒業後の進路等にあわせ選択す
る。 
 
(3) 主要授業科目の設定における考え方 
教育課程の概要において主要授業科目とした科目については、養成する人材像及び 3つ

のポリシーを踏まえたうえで、本学キャラクターデザインが設定する「2Dイラストレー
ション」「3D グラフィックス」「ゲームデザイン」の 3つの軸について、それぞれの領域
を学生が理解し、各学生の希望や適性を踏まえ選択し、選択した領域について専門的に学
ぶ科目については、主要授業科目としている。 
また、マンガ学部基盤科目および全学共通教育科目の「大学入門」「英語」「日本語(外

国人留学生対象)」「アカデミックスキル」「情報と倫理」は、大学の学びの基礎を身に付
け、円滑に学修を進めるうえで重要であることから主要授業科目としている。あわせて、
卒業後の進路選択を見据え、学生個々の学修を実社会で活用する意識とモチベーション
の向上に資する全学共通教育科目「キャリア」は、キャラクターデザイン学科の学生にと
っても意義があることから主要授業科目としている。 
 
(4)カリキュラム・ポリシーと授業科目の関連 
カリキュラム・ポリシーに沿って専門科目を配置しており、その関連は（資料９）の

とおりである。 
 
5 授業期間や単位数の考え方 

(学期および授業期間の設定) 
本学の学期および授業日数については、学則第7条において以下のように定めている。 
１学年の授業期間は定期試験の日数を含めて35週にわたることを原則とし、1学年を分

けて次の２学期４クォーターとする。 

①前期（4月1日から9月30日まで）、第1クォーター（4月1日から学長が年度ごとに
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定める日まで）、第2クォーター（学長が年度ごとに定める日から9月30日まで） 
②後期（10月1日から3月31日まで）、第3クォーター（10月1日から学長が年度ごと
に定める日まで）、第4クォーター（学長が年度ごとに定める日から3月31日まで） 

(単位数設定の考え方) 
授業の単位数は、大学設置基準第 21 条に準じ、学則第11条において「各授業科目の

単位数は、1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを
標準とし、前条の授業の方法に応じ、その授業による教育効果、授業時間外に必要な学
修等を考慮して、おおむね15時間から45時間までの範囲で別に定める授業の時間をもっ
て1単位として単位数を計算するものとする。ただし、芸術等の分野における個人指導
による実技の授業については、別に定める時間の授業をもって1単位とすることができ
る」と定めている。 
また、単位の計算方法は以下の通りである。 

これらのことから、１年間の授業期間や各授業科目の授業時間について十分な教育効果
を確保することができる設定であると判断できる。 

６ 教育方法，履修指導方法及び卒業要件 
６－１ 授業の方法，学生数，配当年次の設定 

(1)授業の方法
授業目的、到達目標、科目の内容の特質に応じて、多様な教育方法の中から最適な教育

方法（講義、演習、実習等）を設定し授業を行う。講義科目の場合は、プロジェクター、
スクリーン、書画カメラ等の ICT 教育にも対応できる設備・機材を有効に活用する。演
習・実習科目の場合は、実習室や教材や教具の整備された環境の中で効果的な授業運用を
行う。

(2)学生数
授業あたりの学生数については、授業内容や授業形態に応じて授業目的を達成できる

適切な学生数を設定する。演習・実習ではグループ分けなどにより、教員一人あたりの指
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導学生を少なくし、学生と教員間のコミュニケーション頻度をあげる工夫を行う。学生数
に応じた複数クラス運営を行うこともある。 

 
(3)配当年次の設定 
配当年次は、基礎から応用へと体系的な学習ができるように設定している。  
1 年次では、大学および学科の基礎となる内容を学ぶ。また学科の有する 3 つの領域

について知る機会を提供する。2 年次からは、3 つの領域から 2 つの領域に絞ったうえ
で、履修モデルを参考に体系的に専門的な知識や技術等を学ぶ。 3 年次以降には、指導
教員を選びゼミに所属し、卒業研究のテーマを設定することでさらに専門性を高める。4 
年次では、卒業研究において自らの問題意識にもとづいてテーマを設定し、これまで学ん
できた知識と専門的手法及び構想力と融合を実践する。 
 

６－２ 履修指導 
入学時に、本学のカリキュラム編成の概要、時間割の組み方、履修登録、成績評価等を説

明するオリエンテーションと、学科教員による卒業までの学科カリキュラム構成・目的・流
れ・履修方法・単位数、及び各科目とコース選択の関係の詳細について説明する学科別オリ
エンテーションを行う。なお２年次以降も事務局及び学科教員によるオリエンテーション
は、原則、毎学期に実施している。  
その他、基幹教員を含む専任・特任教員は、授業期間内の毎週定めた時間をオフィスアワ

ーとして設定し、授業内容に留まらず、履修相談や作品制作方法等の質問に対応できるよう
にしている。  
成績不振者への対応ついては、学内で定める修得単位数や GPA の基準以下の学生に対し

て、教員から履修登録時に、履修指導や学修指導などの助言を行う。また、事務局教学グル
ープでは学科の教員と連携し、学生の資質や将来の目標に合わせて指導、アドバイス等を行
う支援体制をとる。 
また、学生が目標に沿った適切な授業科目の履修が可能となるように、養成する具体的な

人材像に対応した複数の履修モデルを提示する。（資料１０～１２） 
 
６－３ 卒業要件 
キャラクターデザイン学科の卒業要件は、全学共通教育科目から 36 単位以上（必修科目

4 単位）、および専門教育科目から 88 単位以上（必修科目 28 単位、「キャラクター造形基礎
１」「キャラクター造形基礎２」「キャラクター造形基礎３」「キャラクター造形基礎４」「３
Ｄグラフィックス基礎１」「３Ｄグラフィックス基礎２」「３Ｄグラフィックス基礎３」「３
Ｄグラフィックス基礎４」「ゲームデザイン基礎１」「ゲームデザイン基礎２」「ゲームデザ
イン基礎３」「ゲームデザイン基礎４」から 12 単位、「キャラクター造形応用１」「キャラク
ター造形応用２」「３Ｄグラフィックス応用１」「３Ｄグラフィックス応用２」「ゲームデザ
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イン応用１」「ゲームデザイン応用２」から 12 単位を選択必修とする）修得し、124 単位以
上修得することが必要である。 

 
６－４ 履修科目の年間登録上限（CAP 制） 
各学年において履修登録できる単位数の上限は、「京都精華大学履修規程」に基づき、予

習・復習を含む学修時間の確保を考慮し、各学期(各クォーター)に履修できる単位数は 10
単位を上限とし、集中授業の履修登録上限単位数 8 単位を含め、年間 48 単位としている。
ただし資格課程専門科目については履修登録上限単位に含めない。 

 
６－５ 他大学における授業科目の履修 
本学が加盟する「大学コンソーシアム京都」の単位互換制度は、京都地域の大学および短

期大学が相互に単位互換協定を締結し、学生の興味関心や視野を広げることを目的に、これ
らの大学に所属する学生が他大学の授業を受講し、修得した単位をその学生が所属する大
学の単位として認定できるようにする制度であり、40 以上の加盟大学がそれぞれ特色ある
科目を提供している。本学では、学則第 13 条に基づき、学生がこの制度で修得した単位を
「大学コンソーシアム認定」として認定している。 

 
７ 留学生の在籍管理，入学後の履修指導，生活指導等 
外国人留学生の支援を担当する事務局である学生グループには、留学生サポートする職

員が配置され、在留資格に関する手続きが適切に行われるよう支援している。留学生の在籍
状況は文部科学省に月 1 回届け出ており、出入国管理庁にも受入開始時、終了時に報告を
行うなど適切に管理している。入学後の履修指導においては、履修登録状況、単位修得状況
を確認し、欠席が続く学生、成績不振がいる場合は、担当教員等とも連携を図り適切な学修
支援を行っている。外国人留学生対象の学外の奨学金、学内の経済支援制度により、経済的
な支援を行っている。 
また、外国人留学生は、全学共通科目において留学生対象クラスとして 1年次前期に「日

本語 1」、1年次後期に「日本語 2」を履修する。大学で学び日本語でレポートや論文を書く
ための基礎的な技術を身に付けることを目標とし、異文化理解につながる様々なトピック
を扱いながら、日本での生活に適応できるような「聞く」「話す」「読む」「書く」の 4技能
をバランスよく学ぶ。2 年次以降の選択科目である「上級日本語」では、文字・語彙、聴解、
文法、読解の問題を解きながら、日本語への理解を深め、現代小説やエッセイに加え、新聞
記事などの生きた教材を読み、日本語の読解力を伸ばし語彙力を身に付ける。 
また、本学では、専門スタッフが常駐する語学学習支援室を開設しており、留学希望者へ

の資格試験対策や、英語学習を苦手とする学生に対する個別のサポートなど語学学習を行
うとともに、外国人留学生に対する日本語学習サポートを行っており、個別の相談等を通じ
て外国人留学生が日本の大学で学ぶための日本語能力向上に関する支援を実施している。 
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８ 多様なメディアを高度に利用して，授業を教室以外の場所で履修させる場合の具体的
計画 
本学では、大学設置基準第 25条 2項、平成 13 年文部科学省告示第 51 号（大学設置基準

第二十五条第二項の規定に基づく大学が履修させることができる授業等）に基づき、多様な
メディアを高度に利用して、授業を教室以外の場所で履修させることができるよう、学則に
て、以下のように定めている。 

第 10 条の 2  
授業は、講義、演習、実験、実習もしくは実技のいずれかにより、またはこれらの
併用により行う。 
2 学長が教育上有益と認めるときは、前項の授業を、多様なメディアを高度に利用
して、教室等以外の場所で授業を行うことができる。 

3 前項により与えることができる単位数は 60 単位を超えないものとする。 
4 第 2 項の規定により実施する授業科目については、学長が定め学生に通知する
ものとする。 

5 第１項の授業の一部を，本学の校舎及び附属施設以外の場所で行うことができる。 

科目の目的、内容を踏まえ、対面授業に相当する教育効果があると判断した場合に遠隔授
業を実施している。Zoom等のオンラインシステムや動画配信等を活用している。学生に対
しては、各授業の実施形態を以下の分類に基づきシラバスにて示している。 

（1） 対面授業：教室で教員と直接対面して受ける授業 
（2） 対面授業（一部、遠隔授業含む）：総授業時間数の半分以上が対面で行われる授業 
（3） 遠隔授業（オンデマンド型）：資料掲示、動画配信等の教材で学修し、オンライン

上で課題のやりとりを行う 
（4） 遠隔授業（同時双方向型）：Zoom 等のツールを使って、時間割通りにオンライン

上で受講する授業 
（5） 遠隔授業（一部、対面授業含む）総授業時間数の半分以上が遠隔で行われる授業 
 

９ 企業実習（インターンシップを含む）や海外語学研修等の学外実習を実施する場合の具
体的計画 
全学共通科目「社会実践力育成プログラム」「キャリア科目」群では、国内の企業や行政、

NGO 等の組織や日本の伝統産業を支える工房における研修、インターンシップを行う科目
を配置し、「グローバル科目」群においては「海外語学研修プログラム」「海外文化研修プロ
グラム」を配置し、主な学習の場を学外とし、学内外のさまざまな人々とともに学ぶ中で、
協働性、社会性、アイディアの出し方や企画の立て方等、実践的なスキルや目標達成能力、
また語学力、異文化を理解する力を身につけることをめざす。これらの科目を通じて、学習
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への動機付けを高め、社会的に自立する経験を体感し、職業生活に必要な多岐にわたる能力
を涵養する。 
インターンシップを含む企業研修については、毎年度実習先を設定し各企業と受け入れ

人数を決定する。実施する科目としては、「社会連携 PBLプログラム」「京都の伝統産業実
習」があり、それぞれの研修先に配置する担当教員により、実習先企業等の業務内容や課題
に合わせ事前事後を含めた指導を行っている。また、大学の学びを実社会と関連付け、職業
への理解を深め、実際に仕事を体験することにより、学生自身の適性や価値観について体験
的な理解を深めるために企業での就業体験を中心に据えた「仕事体験」では、新設学科での
学修が活かせるクリエイティブ職の特色を踏まえた指導を行うことが本学の特徴と言える。 
海外での語学研修については、外国語の習得を目的とした正規科目である「海外語学研修

プログラム」には、以下のプログラムがあり、本学事務局グローバル推進グループと本プロ
グラムを担当する専任教員とが実習先教育機関とが連携をとり、現地での研修内容を確認
し単位認定を行っている。 

研修名 受入先機関 定員 

英語研修 カリフォルニア大学デーヴィス校（アメリカ） 10 名 

英語研修 オークランド大学（ニュージーランド） 10 名 

英語研修 IGLC(フィリピン) 10 名 

フランス語研修 西カトリック大学(フランス) 10 名 

韓国語研修 大邱大学(韓国) 15 名 

中国語研修 東呉大学(台湾) 5 名 

 
１0 取得可能な資格 
本学科において取得可能な資格は次のとおりである。これらはいずれも卒業の要件とは

せず、課程の履修は学生の自由意志による。 

資格名 種別 
資格取得・ 
受験資格の別 

卒業要件との 
かかわり 

追加科目履修の 
必要性 

中学・高校教
員一種（美術） 

国家 
資格 

資格取得可能 
資格取得が卒業
の要件ではない。 

資格取得には教職関連科
目の履修が必要。 

博物館学芸員 
国家 
資格 

資格取得可能 
資格取得が卒業
の要件ではない。 

資格取得には博物館学芸
員関連科目の履修が必
要。 

図書館司書 
国家 
資格 

資格取得可能 
資格取得が卒業
の要件ではない。 

資格取得には図書館司書
関連科目の履修が必要。 
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１１ 入学者選抜の概要 
(1) 入学者選抜の概要 
入学者選抜は、文部科学省通知「大学入学者選抜実施要領」及びアドミッション・ポリ

シーに基づき実施する。志願者がこれまでに身につけた力を、学力、技能、意欲などを様々
な観点から評価する試験方式として「総合型選抜」「学校推薦型選抜」「一般選抜」「大学
入学共通テスト利用入試」「外国人留学生入試」「社会人入試」「海外帰国生徒入試」を設
けている。受験生の能力が発揮できるよう「学力」「実技」「面接」等の試験科目を設定す
るとともに、学科への適性を測るためのプログラム(体験授業形式により与えられた課題
に取り組む)を選考方法に取り入れる等により、多様な学生を受け入れる。 
 
(2) 入学者選抜方法別の募集割合 
入学者選抜方法別の募集割合は、以下のとおりとする。 

入学者選抜方法 募集人数 
総合型選抜 68名 
学校推薦型選抜(公募制) 9 名 
一般選抜 5 名 
大学入学共通テスト利用入試 2 名 
外国人留学生入試 14名 
その他入試(学校推薦型(指定校)、 
海外帰国生徒入試、社会人入試等) 

14 名 

 
(3) 学生募集活動 
大学案内、入学試験要項の配布および本学ウェブサイトを活用し、ひろく広報活動を行

うとともに、オープンキャンパス等を通じて、アドミッション・ポリシーに適合する学生
を確保するための学生募集活動を実施している。 
 
(4) アドミッション・ポリシー 
本学は、アドミッション・ポリシー（入学者受け入れの方針）を以下のように定めてい

る。 

領域 1 知識・理解・技能 
・高等学校の教育課程における基礎学力・技能を有している 
・入学後に発展可能な、作品制作に関する基礎知識・技能を有している 

領域 2 思考・判断・表現 
・身近な問題について、知識や情報をもとに筋道を立てて思考できる 
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・他者の意見を理解し、自分の考えをわかりやすく表現できる 

領域 3 関心・意欲・態度 
・新しい領域や多様な人々に対して先入観なく向き合い、生涯にわたって学習を 
継続する意欲がある 

・学びたい学部・学科の知識や経験を社会で活かしたいという目的意識を持って 
いる 

アドミッション・ポリシーと入学者選抜方法については、試験方法ごとに評価する領域
を設定し、以下のように対応している。 

試験方法 
領域１ 

知識・理解・技能 
領域２ 

思考・判断・表現 
領域３ 

関心・意欲・態度 
個別プログラム 〇 〇 〇 
オンライン面接 〇 〇 〇 
学力２科目 〇 〇 ― 
鉛筆デッサン 〇 〇 ― 
マンガ表現 〇 〇 ― 
大学入学共通テスト利用 〇 〇 ― 

 
(5) 留学生の受け入れ 
①日本語能力等の資格要件 
外国人留学生の出願資格における日本語能力の要件は出願時点においてのいずれか

の日本語能力試験に関する要件に該当することを求める。 

・公益財団法人日本国際教育支援協会と独立行政法人国際交流基金が主催する日
本語能力試験(JLPT)における N2 レベル以上 

・独立行政法人日本学生支援機構が主催する日本留学試験(EJU)における「日本語」
科目において[読解]/[聴解・聴読解]の合計が 220点以上、および[記述]が 25 点
以上 

・一般社団法人日本語能力試験実施委員会が主催する日本語能力試験(JPT) 525点
以上 

・日本語検定協会・J.TEST 事務局が主催する実用日本語検定(J.TEST）において
A-C レベルで認定を受け、600 点以上 

・公益財団法人日本漢字能力検定協会が主催するビジネス日本語能力テスト(BJT）
における 420 点以上 
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②経費支弁能力の確認方法，在籍管理方法
外国人留学生の経費支弁能力については入学前の入学手続時において経費支弁能力

を確認するための各種書類の提出を求め、入学後も在籍状況を適宜確認し、文部科学省、
出入国管理庁へ適切に報告を行い、事務局担当部署において管理している。 

１２ 教育研究実施組織等の編成の考え方及び特色 
新設学科の教育目的を実現するために、カリキュラム・ポリシーおよびディプロマ・ポリ

シーに沿って、教育上、研究上又は実務上の優れた知識、能力及び実績を有する教員を、大
学設置基準等の関連法令に基づいた教員数を満たし、学生数を考慮した教員組織となるよ
う適切な編成を行っている。新設学科には、教授 5 名、准教授 3名、講師 5 名、および助
手を 4 名配置し、主要授業科目の担当者には基幹教員を充てている。また、基幹教員の年齢
構成については、年齢バランスに配慮し、学科設置時に 30 代 2名、40 代４名、50 代 5 名、
60 代 2 名であり、完成年度にまでに定年に達する基幹教員はおらず、教育研究水準の維持
向上及び教育研究の活性化に支障がない構成になっている。（資料１３）
以上のことから、本学科の教員組織の編成は、充実した教育研究活動を十分に保証し、継 

続できるものと考える。 
なお、本学では「京都精華大学教員組織編成方針」を定め公開している。（資料１４）全

学の編成方針、大学として求める教員像を示している。なお、マンガ学部において求める教
員像を以下のように定めている。 

・マンガ、アニメーション、キャラクターデザイン・ゲームデザイン等の領域を中心
とした専攻分野に関する高度の研究業績・研究能力を有する者、または同領域にお
ける実務経験と高度の実務能力を有し、既存のアカデミズムに収まりきらないオル
タナティブを見いだす能力を有し、研究の成果および実務経験を広く社会に提供す
ることにより社会の発展に寄与する能力を有する者。
・教育、研究、社会貢献、ならびに京都精華大学・マンガ学部の運営における責任を
自覚し、他の教職員と協働してそれらの発展に寄与しようとする者であって、高い
倫理と清廉性を有する者。

 教育研究活動の運営等が組織的かつ効果的に行われるよう、担当部局の職員が教員との
役割分担の下で、教学、学生生活支援、進路支援、入試、海外交流、研究支援、社会連携等
の委員会に職員も参加している。また、全学的な教学上の方針等の策定、点検、評価、改善
策の検討と実施や自己点検、評価に関する事項を審議する大学運営会議には職員である学
長室グループ長が構成員として参加している。このように、新設学科の運営においても、教
職相互の協働や連携がとれるような体制としている。 
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１３ 研究の実施についての考え方，体制，取組 
 本学では、以下のような規程を設け教職員の研究活動の支援を行っている。「京都精華大
学個人研究費規程」に基づき専任教員へは年額 30 万円を上限額(2024 年度実績)として支給
している。また、本学の学術研究および教育の向上を期することを目的とし、「京都精華大
学学長指定課題研究費規程」、「京都精華大学個人研究奨励費規程」、「京都精華大学共同研究
に関する規程」「京都精華大学出版助成金規程」、「京都精華大学芸術表現助成規程」を整備
し、個々の教職員の研究活動に対する支援、文化および芸術等の諸領域における学際的な研
究の支援、研究成果の公開等を推進し、研究活動が活性化するための支援を行っている。 
 科学研究費等の競争的研究費、外部資金による研究費の執行支援を行う事務局担当部局
では、これら研究費の獲得支援業務も行うとともに、研究者として求められる、研究倫理、
研究執行における不正防止等に関する研修等を実施している。 
また、本学は「国際マンガ研究センター」「アフリカ・アジア現代文化研究センター」「伝

統産業イノベーションセンター」の研究組織を有し、本学が有する特徴的な教育資源につい
て研究し、学外へ広く公開する活動を推進している。特にマンガ関連としては、2001 年度
に開設した表現研究機構マンガ文化研究所でマンガとその周辺に関する研究活動を多角的
に行い、日本マンガ学会の設立・運営の助成をはじめ、研究基盤に必要な人的・情報ネット
ワークの形成を推進し、現在では上述の「国際マンガ研究センター」を設置し、国内外の研
究・教育機関とのネットワークを構築し、マンガの書籍資料や原画のアーカイブ等を通じて
研究を進めている。これらの研究成果は本学の教育活動に還元、反映されるとともに、イベ
ント等を通じて広く社会にも公開している。
企業・自治体等からの相談や依頼に基づき行う社会的な課題解決のための研究への対応

として、大学及び教員が持つ専門的知見を活かした研究を展開するために「京都精華大学受
託研究規程」がある。 
研究成果を公開する媒体として、『京都精華大学紀要』を定期発行している。 
本学の学部学科構成、教学内容に即した多種多様な研究、成果公表形態に対して規程を整

備し、研究者が自らの専門分野や知見に合わせて取り組むことができるよう、幅広く研究機
会を提供しており、新設学科においても先進的で創造的な研究活動が創出されることが期
待される。 

１４ 施設，設備等の整備計画 
(1)校地，運動場の整備計画
校地、校舎は大学設置基準の定める要件を十分に上回っているほか、各学科棟の講義室

や演習室、図書館や体育施設などの施設設備も目的に沿って整備されている。 
運動場(グラウンド)は、授業としての使用に加えて、課外活動などにおいて学生に有効

に活用されている。学生福利厚生施設として、学生食堂、カフェ、コンビニエンスストア、
購買部を設置し、学生生活支援に資するとともに、休息の場、学生同士の交流の場として

－　設置の趣旨（本文）　―　17　―



 

利用されている。 
 

(2)校舎等施設の整備計画 
キャラクターデザイン学科の入学定員数 112 名は、現在のマンガ学科キャラクターデ

ザインコースにおいて基準としている入学者数と同数である。マンガ学科キャラクター
デザイン学科には既に 1 年次から 4 年次までの学生が授業および実習を受講するための
教室、実習室等の教育施設が設置され運用されている。キャラクターデザイン学科におい
ては、これら教育施設を引き続き活用していくため、入学定員、収容定員に対して必要な
教室、実習室が整備されている。基幹教員はすべて研究室が備えられており、教育研究上
の情報管理等の観点から、プライバシーを確保した環境が整備されている。 
また全学共通科目のための教室も、学内の各棟の中に配置されており、体育館、グラウ

ンドと共に、授業を行うための環境を整えている。 
 
(3)図書等の資料及び図書館の整備計画 
図書館の機能を担う施設である「情報館」では、本学の教育、研究に必要な人文科学の

諸領域および芸術、デザイン、マンガに関する専門分野の資料を中心に、その周辺領域を
含めた資料を収集、管理、提供している。 
開設時時点の蔵書は、図書 239,958 冊〔うち外国書 50,203 冊〕、学術雑誌 671 種〔う

ち外国書 502 種〕を所蔵している。デジタルデータベースは現在、「Japan Knowledge Lib」
「JSTOR Arts＆Sciences Ⅰ・Ⅲ・Ⅴ」等の複数のサービスを導入しており、引き続き運
用する。また、NACSIS-ILL を利用した他大学図書館との相互利用に加え、本学が加盟す
る図書館相互利用制度により、専門分野を超えた文献探索・収集が可能な環境となってい
る。 
いずれも設置学部の分野に対応して収集されており、学科間での共用も可能なため、引

き続き教育・研究に活用していく。 
新設学科の教学内容に対応し、キャラクターデザイン、デジタル造形、CGプログラミ

ング、ゲームコンテンツ制作に関連する最新資料について、学生の利用に供するよう収集
していく。 
 

１５ 管理運営 
本学では、教授会を、全学教授会と学部教授会に分けて置いている。全学教授会は学長が

議長となり、原則として毎月 1 回開催している。構成員と審議事項は、京都精華大学教授会
規程に基づき、以下のように定めている。 

(構成) 
第 3条 全学教授会は、学長、専任の教授・准教授および講師を構成員として、これを
組織する。 
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(審議事項) 
第 7条 全学教授会は、次の各号に掲げる事項を審議する。 
(1) 全学に関する重要事項 
(2) 各学部間の連絡調整に関する事項 
(3) 全学共通の教育課程の編成に関する事項 
(4) 全学共通の授業科目の担当に関する事項 
(5) 教員の人事に関する事項 
(6) その他学長が必要と認める事項 
学部教授会は学部長が議長となり、原則として毎月 1 回開催している。構成員と審議
事項は、京都精華大学教授会規程に基づき、以下のように定めている。 

(構成) 
第 11 条 学部教授会は、各学部に属する専任の教授・准教授および講師を構成員とし
て、これを組織する。 

2 学部教授会は、前項に定める者の他、必要に応じ他の教職員などの出席を求めるこ
とができる。 

(審議事項) 
第 15 条 学部教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うにあたり意見を述
べるものとする。 

(1) 学生の入学（編入学･転入学を含む）、卒業および課程の修了 
(2) 学位の授与 
(3) 前 2 号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、学部教授会の意見
を聴くことが必要なものとして学長が定めるもの 

第 15 条の 2 学部教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長（以下、こ
の項において「学長等」という。）がつかさどる教育研究に関する事項について審議
し、及び学長等の求めに応じ、意見を述べることができる。 

 
また、大学設置基準の趣旨に則り、基幹教員を構成員とした教育課程編成会議を設置し、

学部長が議長となり、学部の教育課程の編成について審議している。 
 

１６ 自己点検・評価 
本学では、学則第 2 条 1項において「本学は、教育研究水準の向上を図り、本学の目的お

よび社会的使命を達成するため、本学における教育研究活動等の状況について自ら点検お
よび評価を行い、その結果を公表する。」と定め、大学運営会議を設置し、内部質保証に関
する体系図（資料１５）を示し、学長を中心とした自己点検・評価活動を実施している。本
学は、2008 年度、2015 年度、2022 年度の公益財団法人大学基準協会による大学評価の結
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果、同協会が定める大学基準に適合していることが認定されている。また年度毎に「自己点
検評価報告書」としてまとめいており、本学ホームページにて公開している。 
 
１７ 情報の公表 
本学では、在学生・保護者・卒業生・受験生等に向けて、本学ホームページ内の「大学情

報の公表」を中心に、教育研究活動等の情報の周知・公表について積極的に行っている。 
 
「大学情報の公表」  

https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/ 
(京都精華大学ホームページ＞大学紹介＞大学情報の公表) 

 
「教育研究上の基本的な情報」 

(1)大学の教育研究上の目的に関すること 
・学部、学科、課程、研究科、専攻ごとの名称及び教育研究上の目的 

https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/ 
・教育の 3 つのポリシー 
 https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/policy.html 

(2)教育研究上の基本組織に関すること 
・法人および大学組織図・寄附行為・役員 
 https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/organization.html 

(3)教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 
・専任教員数(学部) 

https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/gjh1lq00000013kh-
att/gjh1lq00000045om.pdf 

・専任教員・非常勤教員比率 
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/gjh1lq00000013kh-
att/gjh1lq00000045ok.pdf 

・教員年齢帯分布 
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/gjh1lq00000013kh-
att/gjh1lq00000045oi.pdf 

・任期制教員に関する規程 
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/gjh1lq00000013kh-
att/20230401.pdf 

－　設置の趣旨（本文）　―　20　―

https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/policy.html
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/organization.html
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/gjh1lq00000013kh-att/gjh1lq00000045om.pdf
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/gjh1lq00000013kh-att/gjh1lq00000045om.pdf
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/gjh1lq00000013kh-att/gjh1lq00000045ok.pdf
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/gjh1lq00000013kh-att/gjh1lq00000045ok.pdf
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/gjh1lq00000013kh-att/gjh1lq00000045oi.pdf
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/gjh1lq00000013kh-att/gjh1lq00000045oi.pdf
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/gjh1lq00000013kh-att/20230401.pdf
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/gjh1lq00000013kh-att/20230401.pdf


 

(4)入学者に関する受入れ方針及び入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業
又は修了した者の数並びに進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関
すること 

・アドミッション・ポリシー 
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/policy.html 

・学部、学科、入学定員および収容定員（京都精華大学学則第 3 条） 
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/report/gjh1lq00000029dg-
att/pn05ej0000002xxi.pdf#page=2 

・研究科入学定員および収容定員（大学院学則第 5 条） 
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/report/gjh1lq00000029dg-
att/pn05ej000000aewp.pdf#page=1 

・入学定員・入学者数・入学定員充足率 
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/gjh1lq00000013kh-
att/2024_nyugakuteiin.pdf 

・収容定員充足率 
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/gjh1lq00000013kh-
att/gjh1lq00000045v7.pdf 

・学生数・教員数 
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/number.html 

・卒業(修了)者数、進学者数、就職者数 
https://www.kyoto-seika.ac.jp/career/status.html 

(5)授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業計画（シラバス又は年間授業計画
の概要） 
・学習のてびき 

https://www.kyoto-seika.ac.jp/pdf/2025/tebiki.pdf 
・シラバス検索システム 

https://portal.kyoto-
seika.ac.jp/uprx/up/pk/pky001/Pky00101.xhtml?_ga=2.22160507.1367447592.17
43983078-161352458.1716163368 

(6)学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準 （必修・選択・自
由科目別必要単位修得数及び取得可能学位） 

－　設置の趣旨（本文）　―　21　―

https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/policy.html
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/report/gjh1lq00000029dg-att/pn05ej0000002xxi.pdf#page=2
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/report/gjh1lq00000029dg-att/pn05ej0000002xxi.pdf#page=2
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/report/gjh1lq00000029dg-att/pn05ej000000aewp.pdf#page=1
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/report/gjh1lq00000029dg-att/pn05ej000000aewp.pdf#page=1
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/gjh1lq00000013kh-att/2024_nyugakuteiin.pdf
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/gjh1lq00000013kh-att/2024_nyugakuteiin.pdf
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/gjh1lq00000013kh-att/gjh1lq00000045v7.pdf
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/gjh1lq00000013kh-att/gjh1lq00000045v7.pdf
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/number.html
https://www.kyoto-seika.ac.jp/career/status.html
https://www.kyoto-seika.ac.jp/pdf/2025/tebiki.pdf
https://portal.kyoto-seika.ac.jp/uprx/up/pk/pky001/Pky00101.xhtml?_ga=2.22160507.1367447592.1743983078-161352458.1716163368
https://portal.kyoto-seika.ac.jp/uprx/up/pk/pky001/Pky00101.xhtml?_ga=2.22160507.1367447592.1743983078-161352458.1716163368
https://portal.kyoto-seika.ac.jp/uprx/up/pk/pky001/Pky00101.xhtml?_ga=2.22160507.1367447592.1743983078-161352458.1716163368


 

〈学部〉 
・教育課程・単位・教育課程の履修（京都精華大学学則第 3 章） 

https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/report/gjh1lq00000029dg-
att/pn05ej0000002xxi.pdf#page=5 

・教育課程修了の認定・単位の授与・卒業および称号（京都精華大学学則第 4章） 
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/report/gjh1lq00000029dg-
att/pn05ej0000002xxi.pdf#page=9 

・授業科目および単位数（京都精華大学学則 別表 I 教育課程 I～Ⅳ） 
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/report/gjh1lq00000029dg-
att/pn05ej0000002xxi.pdf#page=23 

〈大学院〉 
・課程の修了および学位（京都精華大学大学院学則第 5 章） 

https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/report/gjh1lq00000029dg-
att/pn05ej000000aewp.pdf#page=6 

・授業科目および単位数（京都精華大学大学院学則 別表 第 3-1～3-4） 
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/report/gjh1lq00000029dg-
att/pn05ej000000aewp.pdf#page=9 

(7)校地・校舎等の施設その他の学生の教育研究環境 
 ・施設紹介・キャンパスマップ 

https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/map/index.html 

 ・交通アクセス 
https://www.kyoto-seika.ac.jp/access.html 

(8)授業料、入学料そのほかの大学等が徴収する費用 
 ・学費(入学手続、授業料の納入期日含む) 

https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/tuition-and-fee/index.html 

 ・奨学金・経済的支援制度 
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/scholarship/index.html 

(9)学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援 
・学びの支援(授業・カリキュラム、授業サポートに関する情報) 

https://www.kyoto-seika.ac.jp/campuslife/class/index.html 
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・学生生活(学生生活のサポート、課外活動、寮、学内施設等)
https://www.kyoto-seika.ac.jp/campuslife/index.html

・就職サポート
https://www.kyoto-seika.ac.jp/career/index.html

(10)その他
・国際交流・留学

https://www.kyoto-seika.ac.jp/campuslife/ie/index.html

・学則
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/disclosure/gjh1lq00000013kh-
att/pn05ej000000aewx.pdf

・大学評価(自己点検報告書、認証評価の結果、学生アンケート等の結果を含む)、認
可申請・届出関係書類(設置計画履行状況報告書含む)

https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/report/ 

・大学院設置基準第 14 条 2-2 に規定する「学位論文に係る評価に当たっての基準」 
に関する情報

https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/report/#hdg11 

・事業報告(財務に関する情報含む)
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/report/

・公的研究費の適正な運営・管理について
https://www.kyoto-seika.ac.jp/about/research/reserch_funds.html

１８ 教育内容等の改善を図るための組織的な研修等 
本学では、教育内容の充実を図り、授業の内容および方法を改善するための組織として

FD 委員会を設置している。FD 委員会では、教育内容の改善について審議し、提案を行う
ため、全科目を対象とした授業評価アンケートを実施、教員による授業参観、FD研修会な
どを行っている。 
 授業評価アンケートは年 4回実施し、個別集計結果は担当教員にフィードバックされる。
教員はその結果を踏まえ、授業の改善点などを学生向けコメントとして提出する。授業参観
は授業アンケートで評価の高い科目や全学共通必修科目などを対象として実施し、授業実
践に関する知見の共有に取り組んでいる。 
 FD 研修会では全学的な研修会を年 2回、各学部学科での研修会を年 2回計画的に実施し
ている。近年は「研究倫理コンプライアンスについて」「授業における合理的配慮」「成績評
価の現場対応についての事例報告」「留学生対応について」「生成 AI を活用した教育実践」
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といった、教育に関する幅広いテーマで開催し、大学が現状抱える教育上の課題について、
改善および向上に資する取り組みを行っている。 
 その他、大学運営や教育研究活動などの適切かつ効果的な運用を図るため、教職員に対し
て SD 研修を実施し、必要な知識および技能を習得させる取り組みを行っている。 
新設学科においても同様に、教育内容の充実を図り、授業の内容および方法を改善するた

めの組織的な研修等を実施する。 
 

１９ 社会的・職業的自立に関する指導等及び体制 
キャラクターデザイン学科の卒業後の進路としては、キャラクターデザイナー、ゲームデ

ザイナー、イラストレーター、マンガの作画家等としての活躍が期待され、ゲーム、コンテ
ンツ、ウェブ制作、デザイン、出版・編集、教育等に関連する企業、機関などが就職先とし
て想定される。クリエイターとして活躍する場合も、企業等に就職する場合も、一般的な企
業就職だけではなく、多様な選択肢が考えられる。 
 
①教育課程内の取組 
全学共通教育科目のキャリア科目の中には、初年次からの職業意識を醸成させる科目、

デザイン、アート等クリエイティブ職の最新動向を知る科目、自らビジネスを興すことも
含めた新しい働き方を考える科目等、大学において制作する作品や学修成果を効果的に
作品集にまとめるスキルを学ぶ科目、キャラクターデザイン学科の多様な卒業後の進路
に対応する多様な科目が配置されている。また実際の企業や団体等との連携により、課題
を解決することを通じて社会人としての基礎力と問題解決能力を実践的に学ぶ「社会連
携 PBLプログラム」、就業体験を通じて自身の適性や必要な能力を理解する「仕事体験」
といった科目も置かれている。 
 
②教育課程外の取組 
本学では学生のキャリア支援に関する事項について、教職員の情報共有および円滑な

連携を図るため、各学部教員および職員により構成される「キャリア支援委員会」が設置
されており、卒業後の進路指導に関する現状を把握し、全学的な課題として共有している。 
また、事務局学生グループキャリア支援チームでは、学生との個別相談、ガイダンス、

企業説明会、卒業生を招いたイベント等の取り組みを積極的に実施している。 
 
③適切な体制の整備 
本学は新設学科以外にも芸術系学部を有しており、長年にわたりアート、デザイン、ク

リエイティブ関連の職業指導、作家やクリエイターへの支援の実績があり、新設学科にお
いても、最新の社会や業界の動向を踏まえた、社会的・職業的に関する支援が可能と考え
る。 
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【資料３】日本のコンテンツの海外売上のジャンル別構成比
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【資料４】コンテンツの海外進出の日中韓比較
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【資料５】クリエイター支援基金の統合・抜本強化
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【資料６】クリエイター・コンテンツ産業関連の予算
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【資料７】海外展開推進パッケージ
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カリキュラムマップ　　( 

必修科目 選択科目

1年次
11年次には、マンガ、アニメーショ
ン、キャラクターの領域の初歩的な知
識や制作技法を包括的に学び、各分野
の基礎知識を幅広く身につける科目を

開講します。

2年次
2年次は各専門分野における重要
な作品や最新の技術に触れる科
目、専門的な知識・技法・考察能
力を身につける科目を開講しま

す。

3年次
3年次は各専門に沿った技術・
知識をより深化させると共
に、作品制作に必要となる実
践的能力、作成した作品を検
証、分析、練磨する能力を養
う科目を開講します。

4年次
4年次には、探究を自律的に
計画・遂行し、その成果を

公共的・学術
的に表現する技法と作法を
養うために卒業制作を課し

ます。

・キャラクター造形
基礎1～4
・3Dグラフィックス
基礎1～4
・ゲームデザイン
基礎1～4

・キャラクター
造形応用1・2
・3Dグラフィックス
応用1・2
・ゲームデザイン
応用1・2

・マンガ史1・2
・マンガ概論1・2

・卒業研究実習
1・2

・卒業制作

学部基盤科目学科専門科目
（選択必修）

・キャラクター
デザイン研究1・2
・キャラクター
デザイン実践1・2

学科専門科目
（必修）

学部共通

講義系科目

・マンガリテラシー1・2 

・キャラクター造形論1・2 
・メディア文化論

講義系科目

・エンターテイメント総合講座
・空想生物デザイン論

講義系科目

・キャラクター表現史
・神話キャラクター論
・ゲーム史
・ゲーム産業論

実技系科目

・背景技法

・表現実践技法（DTP・展示・発表）

・カメラ表現技法

・絵本技法

・クリーチャー作画実習

・コスチューム作画実習

・アナログ描画技法

・ポートフォリオデザイン

・デジタルイラスト技法

・動物作画実習

・映像編集

・人体研究1・2

・デジタルソフト実習

・デジタル動画技法

・3Dテクスチャリング

・3Dモデリング技法

・3D背景モデリング

・アナログフィギュア造形

・デジタルフィギュア造形

・ゲームUIデザイン

・ビジュアルストーリーテリング

・トランスメディアストーリーテリング

・ゲームプランニング

・アナログゲーム制作実習

・ゲームエンジン実習

・ゲーム編集技法

・VRコンテンツ制作

学科専門科目
（選択必修）

カカリキュラム・ポリシー

【資料９】カリキュラムポリシーと専門科目の関連図
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【資料１０】履修モデル（2Dイラストレーション）
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【資料１１】履修モデル（3Dグラフィックス）
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【資料１２】履修モデル（ゲームデザイン）
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【資料１３】学校法人京都精華大学就業規則（定年に関する規程）
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【資料１４】京都精華大学教員組織編成方針
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【資料１５】京都精華大学内部質保証規程および体系図
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（１） 新設組織の概要 
① 新設組織の概要（名称，入学定員（編入学定員），収容定員，所在地） 

 新設組織 入学定員 収容定員 所在地 
京都精華大学マンガ学部 
キャラクターデザイン学科 

112 448 京都府京都市左京区 
岩倉木野町 137 

 ※編入学定員は設けない。 
 
② 新設組織の特色 

新設するキャラクターデザイン学科は、キャラクターづくりによって育まれた絵心
を持ち、コンテンツの創造と発信に意欲的に取り組む人材、またキャラクターデザイ
ンの力で、ゲームやエンターテイメントに携わるクリエイターの養成を目的とする。 
「（２）①新設組織で養成する人材の全国的，地域的，社会的動向の分析」にて後述

する通り、社会動向を踏まえ、これまで「2D キャラクターイラストレーション」中心
の実技教育を行なってきたマンガ学科キャラクターデザインコースを学科として独立
させ、「2D イラストレーション」「3D グラフィックス」「ゲームデザイン」の 3 つの
軸による学びを提供するキャラクターデザイン学科を設置することとした。これらの
体系的な学びにより、高度な作画力に加え、普遍的な知識、クロスメディア展開にお
ける創造力及び問題発見力等、現代社会において求められる素養を身に付けさせると
ともに、様々な分野でキャラクターデザインの力を発揮できる人材を養成する。 
なお、この改組により、入学定員は、マンガ学科の 240 名から 112 名をキャラクタ

ーデザイン学科に移し、マンガ学科 128名、キャラクターデザイン学科 112名とする。 
 
（２）人材需要の社会的な動向等 
① 新設組織で養成する人材の全国的，地域的，社会的動向の分析 

近年の急速な情報通信技術の発達は、エンターテイメントコンテンツに大きな変化
をもたらしている。現代では、コンテンツの提供において、メディアミックスによる
手法が主流となり、マンガ、アニメ、ゲーム、グッズというように、一つのキャラク
ターが様々に展開し、各市場に相乗効果が生まれている。（資料１）つまり、複数のメ
ディアをつなぐ重要な役割をキャラクターが担っているのである。このような流れは、
企業のマーケティングにも波及しており、高等教育機関にも、キャラクターデザイン
領域の高度な教育が求められている。 
また、成長を続ける世界のコンテンツ市場において、日本は、世界第 3 位(2023 年

3 月)に位置し、コンテンツ産業は、半導体産業、鉄鋼産業に次ぐ重要な国内産業であ
る。（資料 2、3）コンテンツ市場のうち、ゲームは、日本の海外売上 59%を占める一
方で、急成長を続ける中国や韓国からパソコン・スマートフォンゲームの分野で後れ
を取っている。（資料 4、５）このような背景から、ゲーム市場での日本の国際競争力
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を一層強化するため、新資本主義実現会議のもと、文化庁、経済産業省、総務省等が
連携する国策として、クリエイターの育成や待遇・環境改善、コンテンツの海外展開
促進などの事業が進められている。（資料 6～8） 
地域においては、令和 5年（2023 年）に策定された「京都府総合計画」にて定めら

れた 8 つのビジョンの 1つに「7：文化の力で世界に貢献する京都の実現」が掲げられ
ている。文化庁の拠点となり、アニメ、映画、ゲーム等のメディア文化コンテンツが
揃う京都を「文化の都・京都」として位置付けるための取組が展開されている。（資料
9） 
また、本学と京都市が共同で運営している「京都国際マンガミュージアム」では、

マンガ文化全体を扱う研究・教育機関として、マンガ文化の価値を創出するとともに、
国内や世界各国からの観光客を呼び込む地域振興を行なっている。 
このように、国際的にも、国内的にも、今後、人材需要が高まる領域であるため、

社会需要に応える計画である。 
 
② 中長期的な１８歳人口等入学対象人口の全国的，地域的動向の分析 

『リクルート進学総研』が公表している「マーケットリポート 2024」では、日本全
国の 18 歳人口は、本学科を新設する 2026 年の 109.3 万人から 2036年で 94.2 万人へ
と 15.1 万人が減少すると予測されており、2026年の 18 歳人口を 100％としたときに
2036年は 86.2％となり 13.8％の減少率となる。（資料 10、11）本学が所在している近
畿地方では、2026年の 17.9 万人から 2036年には 15.3万人となり、2.6 万人の減少が
予測されており、これは 15.0％の減少率となる。（資料 11）京都府では 2024 年から
2036年の間に 17.3%の減少率となる。（資料 12）これらのことから、近畿は全国の減
少率と大差はないが、京都府は少し早いペースで 18 歳人口が減少していることが分
かる。 
次に、大学進学率および地元残留率、他都道府県から京都府の大学への流入数から

分析する。大学進学率は、2015年から2024年までの10年間を平均すると、全国52.2％、
近畿 57.7％となっている。（資料 13）都道府県別大学進学率ランキングでは、京都府
は、70.8％で第 2 位となっており、全国の中でも突出して大学進学率が高くなってい
る。（資料 14）自県への進学率を表す地元残留率では、2024 年度の京都府は、53.5％
となり、全国平均に比べて高い水準になっている。（資料 15）また、京都府の大学へ
の他都道府県からの流入数は、2022 年度の学校基本統計で流入超過となっている都道
府県は 9都府県となり、京都府は東京都に次いで 2 番目に流入超過が多い都道府県と
なっている。（資料 16） 
これらの状況から、全国と同様に地域の 18 歳人口は減少傾向であるものの、大学進

学率・自県進学率や他都道府県からの流入数により、京都府の大学への進学者数は一
定数維持される見込みであることから、京都府に所在する本学は学生確保の面で地理
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的な優位性があると思われる。 
また、2024 年度 5月 1日現在に本学に在籍していた外国人留学生は、マンガ学部マ

ンガ学科 471 名（収容定員 960 名）、マンガ学部アニメーション学科 170 名（収容定
員 336 名）であり、マンガ学部の留学生数は、大学の学部在籍学生数全体の 15.6％と
なっている。主な出身地域としては中国、韓国の外国人留学生が大半を占めている。
（資料 17） 
本学の外国人留学生の中でも大半を占めている中国・韓国の日本への留学生数は、

独立行政法人日本学生支援機構（JASSO）が発表している「外国人留学生在籍状況調
査結果」によると、平成 26 年（2014 年）から令和 5 年（2023 年）までの 10 年間で
平均すると中国が 108,911 人、韓国が 15,628名であり、コロナ禍以降留学生数は減少
したが、継続して日本への留学を目指す者が一定数いると思われる。（資料 18）令和 5
年（2023 年）4 月 27 日に教育未来創造会議が提言した「未来を創造する若者の留学
促進イニシアティブ＜J-MIRAI＞ 」（第⼆次提言）では、外国人留学生の受け入れとし
て、高い志を有する優秀な外国人留学生の戦略的受入推進に関する記載がある。その
際、多様な文化的背景に基づいた価値観を学び理解し合う環境創出のために受入地域
についてさらなる多様化を図るとともに、大学院段階の受入に加え、留学生比率の低
い学部段階や高校段階における留学生の受入を促進するとあり、具体的には 2033 年
までに 40 万人の外国人留学生を受入れ、定着させる目標を立てている。（資料 19） 
以上の観点から、国内における 18 歳人口（大学進学者）の地理的優位性に加え、今

後もターゲットとしている留学生数の増加が見込まれるため、新設後の収容定員を充
足できると考える。 

 
③ 新設組織の主な学生募集地域 

本学では、新設組織における国内の学生募集地域として、京都府、大阪府、滋賀県、
兵庫県、奈良県を設定している。本学における出身高校所在地別入学者数の直近 5 年
平均では、上位 5 地域が、京都府、大阪府、滋賀県、兵庫県、奈良県の順となってい
る。（資料 20）この状況は、「収容定員を変更する組織が置かれる都道府県への入学状
況」からも確認することができる。（資料 21）「学校基本調査」をもとに作成した「出
身高校の所在地県別の入学者数の構成比（上位 5都道府県、直近年度）」では、本学の
設定する学生募集地域と同様の結果となっている。以上のことから、これらの地域を
新設組織における学生募集地域とすることは妥当であると考えられる。 
また、本学は、国外の学生募集地域として、中国および韓国を設定している。本学

の直近 5 年間における外国人留学生の出身国別入学者数では、中国、韓国からの入学
者が突出しており、これまでの実績をもとに継続的な入学者数を見込むことができる。
（資料 22）この結果と併せて、（資料 17）で示した留学者数の推移から見ても、中国、
韓国を軸とした外国人留学生の募集設定には合理性があると考えられる。 
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④ 既設組織の定員充足の状況 
既設組織における直近 5年間の入学定員の充足状況は（資料 23）に記載の通りであ

る。今後の定員充足の見通しについては，直近 5 年間の平均志願者数を、必要な合格
者数で割って算出した志願倍率の予測値は、（資料 24）で示した通りである。造形学
科、イラスト学科、ビジュアルデザイン学科、プロダクトデザイン学科、マンガ学科、
アニメーション学科、メディア表現学科は 1 倍以上となっており、入学定員を充足で
きる見込みである。 
しかし、上記と同じ条件で算出した人文学科、グローバルスタディーズ学科の志願

倍率は人文学科 0.65 倍、グローバルスタディーズ学科 0.67 倍であり、直近 5 年間の
平均志願者数をベースにすれば入学定員の充足は厳しくなることが予想される。 
国際文化学部人文学科およびグローバルスタディーズ学科は収容定員充足率が 0.7

倍未満の学科であり、定員未充足の要因としては、開設前年に発生した新型コロナウ
イルス感染症の影響により、本学の重点カリキュラムであるフィールドワークプログ
ラムを当初計画通りに実施できず、それに伴い、重点カリキュラムを中心とした授業
運営ができなかったことが主たる要因である。コロナ禍以降の世界情勢を見ると、社
会全体で広範にわたり、多面的な影響が与えられている。そのような予測困難な社会
の中で深刻化する自然災害や科学技術の国際競争力低下などの新たな社会的課題や、
次代を担う人材に関する課題を解決するためには、自然科学のみならず、人文・社会
科学も含めた多様な「知」の創造が求められている。こうした現在の募集状況と、人
文科学系への社会的ニーズに応えるために学科の収容定員を適正な規模に変更する。 
具体的な定員設定としては、2026 年度より、人文学科の入学定員を 138 名から 47

名へ変更し、91 人減少させる。グローバルスタディーズ学科の入学定員は、45名から
30名へ変更し、15名減少させる。学部全体では、106名の減少となる。また、2021 年
度の開設から完成年次までの 4 年間に顕在化した課題を解決すべく、2025 年度より、
学則上の育成する人材像にも変更を加えた。人文学科では、歴史・文化都市である京
都の立地を活かしながら歴史、文学、社会を研究対象として学びを深め、広く、かつ
深く、人間とその営みについて理解を進めていく。グローバルスタディーズ学科は、
これまで育成する人材像において、アジア・アフリカという一定の地域を学びの場と
して重視していたが、グローバルな視点を特定の地域だけではなく世界全体と捉え、
より広い視野から世界と日本の関わりを文化や社会の視点から多角的に捉えていく。
また、近年、国内外で日本語を学ぶ外国人留学生が増加する一方で、日本語教師の不
足と、日本語教育の質の保証が課題となっている。このような状況を鑑み、資格取得
指向の志願者へ訴求すると共に、卒業後の進路の確保を目指すため、グローバルスタ
ディーズ学科へ登録日本語教員養成課程の設置を行なった。 
以上のことから、芸術系学部では前述の通り、直近 5 年間の平均志願者数を必要な

合格者数で割って算出した志願倍率の予測値をシミュレーションした結果、全学科で
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1 倍を超えていることから、入学定員の充足が見込めると考えている。一方で、国際
文化学部の人文学科、グローバルスタディーズ学科の 2 学科では、入学定員を満たす
ために必要な合格者の確保は厳しい状況であるため、適正な入学定員へ変更する。ま
た、2025 年度より、社会や学生のニーズに合わせた人材育成像への修正や資格取得の
可能な課程の設置等、教育課程の改善を行ない、同学部の入学定員の充足を図ってい
る。 

 
（３）学生確保の見通し 
① 学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果 
ア）既設組織における取組とその目標 

定員を変更する組織における学生募集のための PR 活動については、（資料 25）
「既設学科等の学生募集のための PR活動の過去の実績」に主要な取り組みを挙げ
る。全学で実施するオープンキャンパスには、2023 年度入試対象の回は 4,833 名、
2024年度は 4,351 名が参加した。参加者のうちからは、2024 年度入試では、1526
人（55.0%）が受験し、664 人（24.0%）が入学した。 
資料請求者に対する DM 等の郵送も、2023 年度入試対象者には、22,391 件、

2024 年度 24,054 件に発送するなどして、積極的に行なった。DM 発送者のうち
からは、2024 年度入試では、1,526 人（7.6%）が受験し、901人（4.5%）が入学
した。 
高校や特設会場で実施するガイダンス、入試説明会は、2024 年度入試対象の回

はのべ 11,266 人が参加し、1818 人（46.5%）が受験し、722 人（18.5%）が入学
した。 
加えて、2020 年から実施している高校生向け作品コンペティション「セイカア

ワード」には、2023 年には 960 件、2024 年には 974 件の作品の応募があった。
2024年度入試におけるコンペ応募者からの受験者は30人、入学者は24人であり、
受験者に占める入学率も高い（80.0%）。本取組みでは、全国の高校や画塾 6,718校
にポスター等を送付して、本学の認知度向上を図っている。 

 
イ）新設組織における取組とその目標 

新設組織における学生募集のための PR 活動について、2026 年度入試対策とし
ては、以下のような計画がある。 
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新設組織の学生募集のための PR 活動の実施計画 

取組名 方針および戦略 実施計画 目標 

【イベント】オ
ープンキャンパ
スの開催 

・高校生の本学への志願意欲を高め、ステークホル
ダーへ情報提供するために、年間 5回、7日間の
オープンキャンパスを開催する。 

・開催情報の告知は、本学ウェブサイト上の専用ペ
ージ、１年分の日程を記載したポスター・チラシ
の配布、接触者および高校への開催回ごとの告知
はがきの送付などを行なう。 

・4月 
・6月 
・8月(2 日間) 
・10月 
・2月(2 日間) 

・参加者数 
・アンケート結
果 

【営業】学外説
明会（高校内・
会場型ガイダン
ス）への参画 

・大学の認知度向上、志願者増加、定員充足等を目
的に、学外での説明会に参画する。 

・業者が主催する会場型の高校生向けガイダンス
は、近畿圏内への参加を基本とし、四国、九州、
東海等も検討する。分野別企画は、他大学の参加
状況や過去の来場者実績を参考に検討する。 

・高校内説明会は、予算と本学への進学実績、高校
の分野系統に基づき対象を選定する。 

2025年 4月～
2026年 3月 

・接触者数 
・オープンキャ
ンパス参加者数 

【イベント】オ
ンラインイベン
トの開催 

・高校生の本学への興味を高めるとともに、不安を
解消すること、遠方に在住するステークホルダー
への情報提供等を目的に、オンラインイベントを
開催する。 

・オンラインイベントに関する告知を計画的に行な
う。 

・7月(総合型入
試) 
・6月(留学生) 
・夏前(学科別説明
会) 
・8月(総合型入
試) 
・10月(推薦入試) 

・1月(一般入試) 

・実施回数 
・アンケート結
果 

【大学認知拡
大】高校生向け
作品コンペ「セ
イカアワードの
実施」 

・高校教員や高校生を対象に、本学への認知度を高
めるため、高校生対象コンペティション「セイカ
アワード」を開催する。 

・チラシやポスターの配布、入選作品展、表彰式な
どを通じて、広く広報する。 

・8月以降(募集活
動) 
・1月(募集受付) 
・3月(作品展) 

・チラシ、ポスタ
ーの配布数 
・高校訪問校数 
・作品応募点数 
・展覧会来場者数 

【情報発信】大
学ウェブサイト
の運営、SNS の
更新 

・ステークホルダーへの情報提供や志願者の増加等
を目的に大学に関する情報を発信する。 

・ウェブサイトを随時更新し、本学の教育研究内容
について効果的、効率的に情報を発信する。 

・SNS（Facebook、Twitter、Instagram、note、
LINE）を計画的に更新し、教育研究内容に加え、
大学の日常や学生の様子なども伝える。 

2025年 4月～
2026年 3月 

・ホームページ
アクセス数 
・資料請求者数 
・SNS 更新回数 

【情報発信】
「大学案内」冊
子の制作と郵送 

・ステークホルダーへの情報提供や本学の認知度向
上、志願者の増加等を目的に、本学の特色を説明
する大学案内冊子を制作し、受験生、高校・団体
へ計画的に配布する。 

・通年(写真撮影) 
・2025年 9月～
2026年 2月(編
集) 

・制作部数 
・配布件数 
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【広告】進学媒
体への広告出稿 

・資料請求を促し、オープンキャンパス集客、志願
者増加を目的に、計画的な広告出稿を行なう。 

・業者に偏りが無いよう進学メディアへ広告を出稿
する。 

・ガイダンスとの関連性を考慮する。 
・特別連合企画やターゲティングしたメッセージ配
信にも参画し、留学生対象媒体も対象とする。 

・2025年 4月～
2026年 3月 

・出稿数 
・資料請求者数 

【広告】進学媒
体以外への広告
出稿 

・大学の認知度向上やオープンキャンパスの集客増
加、定員充足等を目的に、計画的な広告出稿を行
なう。 

・交通広告、高校生をターゲットに含んだ雑誌等へ
の広告出稿、協賛広告（地域の運動会や地図、高
校の展覧会や文化祭、教員や PBL 連携先企業や
自治体の係るプロジェクトへの協賛)、SNS への
動画広告出稿など、幅広く展開する。 

・2025年 4月～
2026年 3月 

・出稿数 
・資料請求者数 

【営業】高校訪
問の実施 

・3期に分けて選定した対象高校を訪問し、高校教
員へ本学の情報提供を行う。 

・出身学生の学修状況を報告するとともに、高校の
取り組み等についてもヒアリングし、今後の PR
活動に反映する。 

・2025年 4月～
2026年 3月(年 3
期) 

・高校訪問数 

【営業・高大連
携】高大連携活
動の実施 

・大学の認知度向上、志願者増加、高校との関係構
築、協定校からの志願者増などを目的に、本学教
員が特別協定校の高校生へ模擬授業を実施する。 

・特別協定校へのバスの手配、美術系高校の制作展
への営業、高校教員対象説明会等も開催する。 

・2025年 4月～
2026年 3月 

・実施回数 

【営業】留学生
を対象とした PR
活動 

・日本語学校教員への情報提供、留学生志願者増加
を目的に、日本語学校の訪問、日本語学校教職員
対象の説明会などを実施する。 

・留学生対象ガイダンス（国内・国外）へブース出
展する。 

・2025年 4月～
2026年 3月 

・訪問数 
・参画数 

 
ウ）当該取組の実績の分析結果に基づく，新設組織での入学者の見込み数 

（資料 25）の「取組概要と入学者数等に関する分析」に記載した通り、2023 年
度入試、2024 年度入試の実績に基づき、入学者見込み数を試算した。試算にあた
っては、2 通りの方法で入学者見込み数を算出した。 
一つ目は、実績から求めた増加率をもとに算出する方法である。入試広報施策に

ついては、投入する人的資源と経費を年々増加し、重点化を図っている。その結果、
2023 年度入試と 2024 年度入試の比較が可能な取組については、いずれも、入学
者数が増加し、入学率も上昇している。そこで、このような状況を鑑み、2023 年
度入試から 2024 年度入試への入学率の増加率をもとに、2026 年度入試における
入学者見込み数を算出した。なお、2023 年度入試に関するデータがない項目につ
いては、2024 年度入試の入学者数を 2026 年度入試の入学者見込み数とした。 
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⼆つ目は、2年間（2023 年度入試および 2024 年度入試）の実績平均をもとに算
出する方法である。 
なお、新設組織と近接する学問分野を持つ既設組織の学科等は、既設のマンガ学

科であるが、学科単位での学生募集のための PR活動の実績を算出することが困難
なため、（資料 25）では、大学全体の実績数を計上している。 
新設組織の入学定員 112 名は、大学全体の入学定員 992 名の約 0.11 倍となる。

そこで、前述のいずれの方法においても、大学全体の実績数から求めた数値を 0.11
倍することで、新設組織の入学者見込み数を算出した。 
一人の受験生がいくつかの PR 活動の対象となることがあるため、各取組の入学

者見込み数には、一定の重複があるものと考えられる。一方で、入学者見込み数が、
新設組織の入学定員 112 名を超える項目があることから、各 PR 活動を展開する
ことにより、2026年度入試においても十分に入学者が確保できると考える。 

 
② 競合校の状況分析（立地条件，養成人材，教育内容と方法の類似性と定員充足状況） 
ア）競合校の選定理由と収容定員を変更する組織との比較分析，優位性 

《競合校の選定理由》 
 新設組織の競合校として、以下の大学（学部・学科）を選定した。 
  京都芸術大学芸術学部（キャラクターデザイン学科） 

大阪芸術大学芸術学部（キャラクター造形学科） 
嵯峨美術大学芸術学部（デザイン学科キャラクターデザイン領域） 

上記の競合校は、学校種、定員規模、学問分野等の観点から見た類似性が、いず
れも高い。加えて、いずれの大学も、自学の入学者が併願校として受験した実績が
あることから、競合校として適切であると考える。 

     
《競合校との比較分析》 
◆ 教育内容と方法 
本学は、日本で初めて大学におけるマンガ教育を開始し、2000 年の芸術学部

マンガ学科開設、2006 年のマンガ学部マンガ学科・マンガプロデュース学科・
アニメーション学科開設、2010年のマンガ研究科マンガ専攻修士課程開設、2012
年のマンガ研究科博士後期課程開設と、マンガ教育の先駆者として教育・研究を
行なってきた。長年にわたる実績をもとに支えられたカリキュラムには、国内の
みならず、世界においても、高いブランド力があり、マンガに興味を持つ留学生
からの認知度が高い。また、京都市と運営する京都国際マンガミュージアム（中
京区）やマンガの国際的な研究機関である国際マンガ研究センターの取組も国
内外から高い評価を得ている。 
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カリキュラムの特徴としては、「2D イラストレーション」「3D グラフィック
ス」「ゲームデザイン」を軸とし、ストーリーテリングやコンセプトデザインに
求められる高度なスキルが修得可能なことが挙げられる。 
このように、マンガ教育に関する確かな実績にもとづく教育は、優位性がある

と考えられる。 
 

◆ 入学試験 
入学試験の実施時期は、京都芸術大学が 2024 年 9 月～2025 年 1 月の間に 4

種別・8 回、大阪芸術大学が 2024 年 9 月～2025 年 3 月の間に 3 種別・6 回実
施、嵯峨美術大学が 2024 年 9月～2025 年 3月の間に 7種別 10 回しているのに
対し、本学は 2024 年 9 月～2025 年 3 月の間に 5 種別 9 回の試験を行なってい
る。各入試の入学手続締切日も支障無く設定されている（各大学入試要項調べ）。 

 
◆ 学生納付金・奨学制度などの修学支援の内容 
初年度納入金については本学が 1,779,000 円、京都芸術大学が 1,920,000 円、

大阪芸術大学が 1,860,000 円、嵯峨美術大学が 1,750,000 円であり、本学は、4
大学の平均学生納付金額より安くなっている。（資料 26）大学が独自に設ける奨
学金制度・就学支援制度は、本学では 12 件、京都芸術大学が 1件、大阪芸術大
学が 7 件、嵯峨美術大学が 6件と、大差をつけて上回っている。 

 
◆ 就職支援の内容・取得できる資格 
進路指導についてはクリエイティブ職を対象とした就職支援に注力しており、

作家指向の強い学生も支援している。競合校にて取得できる資格は、中学校教諭
一種免許状（美術）、高等学校教諭一種免許状（美術）、博物館学芸員、図書館司
書のいずれかである。本学の場合、上記 4つすべての資格が取得可能なため、こ
の点は優位だと言える。 

 
◆ その他 
海外協定校についても、本学は 24 校あり、京都芸術大学の 22 校、大阪芸術

大学の 12 校と比べてもっとも多い（嵯峨美術大学は不明）。 
また、幹線駅からのアクセス面では、京都芸術大学が京都駅から 50 分、大阪

芸術大学が大阪駅から 50 分、嵯峨美術大学が京都駅から 30 分である。それに
対して、本学は京都駅から 30 分のため、利便性でも同等もしくは上回っている
（各大学Web サイト調べ）。 
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イ）競合校の入学志願動向等  
上記（３）②アにて選定した競合校の類似学科について、過去 3 年間の入学志

願状況の比較を行なった。（資料 27）過去 3 年間の定員充足率は、いずれの大学
も概ね 100%を超えた。また、各大学の過去 3年間の平均定員充足率は、いずれ
の大学も 100%を超えた。よって、類似性の高い本学の新設組織においても、定
員を充足する見込みがあると考えられる。 

 
ウ）新設組織において定員を充足できる根拠等（競合校定員未充足の場合のみ） 

上記（３）②イの通り、いずれの競合校も、定員を充足していることから、説
明を省略する。 

 
エ）学生納付金等の金額設定の理由 

本学の学生納付金は、大学の健全な運営と新設組織の教育・研究の充実を図る
ことを目的に、入学金 200,000 円、年間授業料 1,579,000円を設定している。（資
料 26）に示す通り、各競合大学の現時点での設定額の範囲内に設定している。 
また、（資料 28）の「令和５年度私立大学入学者に係る初年度学生納付金等平

均額（定員１人当たり）」（文部科学省「私立大学等の令和 5 年度入学者に係る学
生納付金等調査結果について」／「（資料 1）令和 5 年度私立大学入学者に係る初
年度学生納付金平均額（定員 1 人当たり）の調査結果について」から抜粋）にお
ける芸術系については入学料の平均額が 239,945円、初年度納付金の平均額が
1,641,446円であり、合計すると、1,881,391円となる。このことから、本学の学
生納付等の金額は、全国的平均値に照らしても妥当であると考えられる。 

 
③ 先行事例分析 

本届出は、短期大学から四年制の大学に改組する場合に該当しない。また、修業
年限や学生納付金などの条件変更も生じないため、説明を省略する。 

 
④ 学生確保に関するアンケート調査 

本学科の設置を検討するにあたり、学生募集におけるニーズを把握するため、以
下のアンケート調査を実施した。（資料 29）なお、本アンケート調査は、学外の第
三者機関に依頼したため、客観性が担保できるものである。 

 
《調査目的》 

2026年４月開設予定の京都精華大学「マンガ学部キャラクターデザイン学科」新
設構想に関して、高校生からの進学ニーズを把握するため。 
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《調査概要》 

 ①高校留め置き調査 
②オープン 

キャンパス調査 
③接触者調査 

調査 
対象 

高校２年生 
（資料 30） 

オープンキャンパス 
参加者 

接触者 

調査 
エリア 

滋賀県、京都府、大阪
府、兵庫県、奈良県 

－ 
（オープンキャンパスに

て参加者に直接配布） 
－ 

調査 
方法 

高校留め置き調査 来場者調査 Web アンケート調査 

調査 
時期 

2024 年 11 月 1 日(金)～

2024 年 12 月 20 日(金) 

2024 年 8 月 3 日(土)～

2024 年 10 月 6 日(日) 

2024 年 11 月 1 日(金)～

2024 年 12 月 12 日(木) 

有効 
回収数 

2,248 名 240 名 48 名 

調査 
委託機関 

株式会社 進研アド 

※①高校留め置き調査については、本学の PR 活動において、訪問している高等学校
を対象とした。本学の学部構成およびカリキュラム内容を一定程度認知している
高等学校を選定することで、現在のカリキュラムと比較しつつ、新たなカリキュラ
ムの魅力について検討してもらうことをねらったものである。（資料 30） 

 
《調査時に明示した情報》 
調査にあたっては、学部学科の名称、設置の理念、養成する人材像、アドミッショ

ンポリシー、カリキュラムの特色、想定される進路、設置場所、アクセス、学生納付
金、競合する大学の学部学科名称等を明示したリーフレットを配付した。（資料 31、
32） 
 
《調査項目》 
 「日本の高校在籍者」については、性別、学年、在籍している高等学校および所属
クラス、「日本の高校以外在籍者」については、性別、学年、在籍している学校、大
学進学予定年を調査した。 
 また、新設組織に関する以下の項目について調査を行なった。 
・高校卒業後の希望進路 
・希望する進学先の設置者 
・興味のある学問分野 
・新設組織の特色に対する魅力度 
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・新設組織への受験意向 
・新設組織への入学意向 

 さらに、重複回答者を抽出するため、同アンケートへの回答実績についても尋ねた。 
 
《回答者の属性》 
本アンケート調査における回答者の属性は、以下の通りである。 
なお、「同じ調査に回答したことがある」と回答した者を集計から除外したため、

各調査回答者に重複はない。 
 ・調査対象者別の回答者数は、①高校留め置き調査が 2,248名、②オープンキャン 

パス調査が 240 名、③接触者調査が 48 名である。回答者全体に占める割合は、
①高校留め置き調査が 88.6％、②オープンキャンパス調査が 9.5％、③接触者調
査が 1.9％である。 

    ・「日本の高校在籍者」が 98.9％、「日本の高校以外在籍者」が 1.1％である。 
    ・日本の高校在籍者の性別は「男性」が 34.9％、「女性」が 62.5％、日本の高校以

外在籍者の性別は「男性」が 37.9％、「女性」が 58.6％である。 
    ・日本の高校在籍者の学年は「高校２年生」が 100.0％、日本の高校以外在籍者の

大学進学予定年は「2026 年 4月に大学進学予定」が 100.0％である。 
    ・日本の高校在籍者の高校種別は「国立」が 0.1％、「公立」が 16.4％、「私立」が

83.2％である。 
    ・日本の高校在籍者の在籍高校所在地は、京都精華大学の所在地である「京都府」 

が 65.7％を占め、最も多い。次に「大阪府」が 22.9％と続く。 
・日本の高校在籍者の所属クラスは「文系クラス（文系コース）」が 39.7％を占め、 
最も多い。次に「その他」が 27.9％と続く。 

 
《調査結果および分析》 
 有効回収数 2,536 名のうち、私立の 4年制大学を選択した高校 2 年生は 1,847名、
そのうち、興味のある学問分野において、「マンガ学、イラスト学」「キャラクター造
形学」「ゲーム&メディア学」のいずれかを選択した者は、548 名であった。 
これらのうち、新設組織である「マンガ学部キャラクターデザイン学科」について、

「第一志望として受験する」かつ「入学する」と回答した者は、104 名であった。こ
れにより、新設組織の入学定員 112 名のうち、92.9％を満たす 104 名について、確
保の見通しが立った。 
また、「第⼆志望として受験する」かつ「志望順位が上位の他の志望校が不合格の

場合に入学する」と回答した者は、74 名であった。これらのうち、一定数の者が第
⼆志望として新設組織に入学することが想定される。本学が実施した 2023 年度およ
び 2024 年度の新入生対象「キャンパスライフアンケート」をもとに、新設組織と近
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接する学問分野を持つ既設組織であるマンガ学部マンガ学科入学生の「学部学科・志
望度」について、2か年平均を算出したところ、第⼆志望として入学した者は 28 名、
学科全体の入学者数における平均割合は 12.1％であった。（資料 33）そこで、新設組
織の入学定員 112 名に 12.1％を乗じ、新設組織における第⼆志望入学者を 13名と想
定した。「第⼆志望として受験する」かつ「志望順位が上位の他の志望校が不合格の
場合に入学する」と回答した者が 74 名いるため、想定される第⼆志望入学者 13 名
は、この中から確保することが可能である。 
よって、「第一志望として受験する」かつ「入学する」と回答した者 104 名に、想

定される第⼆志望入学者 13 名を加えた計 117 名は、入学定員 112 名を上回ることか
ら、入学定員を充足できると考えられる。 
加えて、留学生の確保に関する観点からも分析する。 
本学は、留学生の比率が高く、新設組織と近接する学問分野を持つ既設組織である

マンガ学部マンガ学科においても、（資料 33）の通り、入学生のうち 47.3％が留学生
である。新設組織においても同様の割合で算出すると、想定される留学生の入学者数
は、入学定員 112 名に 47.3％を乗じた 52 名となる。 
次に、本アンケート調査の回答者における留学生数を整理する。上述の通り、回答

者の内訳は、「日本の高校在籍者」98.9％、「日本の高校以外在籍者」1.1％である。つ
まり、回答者のうち、留学生だと仮定できる者は、最大でも全有効回収数 2,536 名に
1.1％を乗じた 28名となる。 
続いて、本アンケート調査の回答者における「日本の高校在籍者」数を整理する。

「日本の高校在籍者」数は、確保できると見込んだ 117 名から留学生だと仮定した
回答者数 28名を減じ、89 名となる。つまり、確保できる「日本の高校在籍者」を一
番少なく見積もった場合が、89名である。 
そして、確保できると見積もった「日本の高校在籍者」89名(最小値)に、想定され

る留学生の入学者数 52 名を加えると、確保できる学生数は 141 名となり、入学定員
112 名を上回ることになる。 
以上のことから、学生の確保および定員の充足に問題がないと考える。 

 
⑤ 人材需要に関するアンケート調査等 

本学科の設置を検討するにあたり、本学科卒業者の社会的ニーズを把握するた
め、以下の企業アンケート調査を実施した。（資料 34）なお、本アンケート調査
は、学外の第三者機関に依頼したため、客観性が担保できるものである。 

 
《調査目的》 

2026 年 ４月開設予定の京都精華大学「マンガ学部 キャラクターデザイン学科」
新設構想に関して、企業・団体からの採用ニーズを把握するため。 
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《調査概要》 
調査対象 企業の採用担当者 

調査エリア 

北海道、青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、茨
城県、栃木県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、富
山県、石川県、福井県、山梨県、長野県、岐阜県、静岡県、愛知
県、三重県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山
県、鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、徳島県、香川
県、愛媛県、高知県、福岡県、長崎県、熊本県、宮崎県、鹿児島
県、沖縄県 

調査方法 郵送調査 

調査時期 2024 年 11 月 11 日(月)～2024 年 12 月 12 日(木) 

調査依頼数 1,621 社 

調査回収数 175 社 

調査委託機関 株式会社 進研アド 

 
《調査項目》 
 対象企業へのアンケートにより、以下の項目について調査を行なった。 
・人事採用への関与度 
・本社所在地 
・業種 
・正規社員の従業員数 
・正規社員の平均採用数 
・本年度の採用予定数 
・採用したい学問分野 
・新設組織の特色に対する魅力度 
・新設組織の社会的必要性 
・新設組織の卒業生に対する採用意向 
・新設組織の卒業生に対する毎年の採用想定人数 

 
《回答者（企業）の属性における分析》 
回答企業の属性は、以下の通りである。 
・「採用の決裁権があり、選考にかかわっている」人は 36.0％、「採用の決裁権はな
いが、選考にかかわっている」人が 48.6％である。 

・本社本部所在地は、「東京都」が 61.1％と最も多く、次いで「大阪府」が 12.0％、
京都精華大学の本部所在地である「京都府」が 8.6％と続く。 
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・業種としては、「映像／テレビ」が 30.9％と最も多く、次いで「ゲーム」が 19.4％
と多い。 

・正規社員の従業員数は、「50 名未満」が 49.7％と最も多く、次いで「100 名～500
名未満」が 24.0％、「50名～100 名未満」が 22.3％と多い。 

以上のことから、本アンケート調査の回答にあたり、採用や選考に関わる人事担当
者から意見を聴取できているものと考えられる。 

 
《回答者（企業）の採用状況における分析》 
回答企業の採用状況は、以下の通りである。 
・平均的な正規社員の採用人数は「1名～5 名未満」が 44.6％と最も多く、次いで
「5名～10 名未満」「10名～20 名未満」がそれぞれ 16.6％と多い。 

・本年度の採用予定数は、「昨年度並み」が 50.3％と最も多く、次いで「増やす」
が 18.9％と多い。 

・採用したい学問系統は、新設組織の学びと関連する「ゲーム＆メディア学」が
38.9％と最も高く、次いで「その他芸術（美術、音楽など）」が 33.7％、「マンガ
学、イラスト学」が 32.6％、「キャラクター造形学」が 31.4％と高い。 

以上のことから、毎年、正社員を採用しており、本年度は、昨年度以上の採用を予
定している企業が多く、安定した人材募集が行なわれることが確認できた。 

 
《新設組織の特色に対する魅力度における分析》 
 新設組織の特色に対する魅力度において、「とても魅力を感じる」、「ある程度魅力
を感じる」と回答した企業の割合は、以下の通りであった。 
・「特色①：２D イラストレーション、３D グラフィックス、ゲームデザインを 3
つの軸とした実技系科目。」が、79.4％である。 

・「特色②：美術解剖学やメカニックスなど、美術の基本と、多様な理論系科目を
配した、専門性の高い授業。」が、78.3％である。 

・「特色③：２D、３D、ゲームの３分野からアプローチする様々な選択授業を通じ
て、キャラクター作りを学ぶための土台を築く。」が、72.0％である。 

・「特色④：ゲームやエンターテイメント領域でも活躍が期待される人材を育成。」
が、76.0％である。 

 以上の通り、魅力度は、４つの項目すべてにおいて７割を超えており、新設組織の
理念およびカリキュラムと企業における人材需要が一致していることが確認できた。 
 
《新設組織の社会的必要性等における分析》 
 新設組織の社会的必要性、卒業生に対する採用意向・毎年の採用想定人数は、以下
の通りであった。 
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 ・社会的必要性は、「必要だと思う」が 77.1％（135 企業）、「必要だと思わない」
が 20.6％である。 

 ・卒業生に対する採用意向は、「採用したいと思う」が 60.0％（105 企業）、「採用
したいと思わない」が 37.1％、無回答が 2.9％である。 

 ・卒業生に対する毎年の採用想定人数は、150 名である。 
 上記の通り、社会的必要性および卒業生に対する採用意向について、いずれも 100
を超える企業から肯定的な回答があり、入学定員 112 名を超える 150 名の採用需要
があるため、新設組織卒業後の進路が確保できていると考えられる。 
 
 以上の採用ニーズ調査から、新設組織の学びへの関心および明確な採用意思等、新
設組織への社会的なニーズを確認することができた。よって、新設組織における卒業
後の進路に十分な見通しがあると考える。 
 

（４）新設組織の定員設定の理由 
上述の分析を踏まえた新設組織の入学定員設定 112 名の根拠は、次の通りである。 
新設組織の入学定員は、新設組織と近接する学問分野を持つ既設組織であるマンガ学

科の中から移すものである。現在、既設組織においては、国内学生のみならず、留学生か
らの需要が高く、新設組織の入学定員 112 名を超える学生を確保している。そのため、
既設組織同様、新設組織においても、入学定員の安定的な確保が可能であると考える。ま
た、学校種、定員規模、学問分野等に類似性のある競合校における入学定員が、90～200
名の範囲で設定されているため、この点においても、新設組織における 112 名の入学定
員設定が妥当だと言える（資料 27）。 
さらに、コンテンツ市場の拡大により、新設組織の学問分野に関する産業は、今後も成

長が見込まれており、社会的な需要が一層高まっている。また、企業への人材需要に関す
るアンケート調査の結果、毎年の採用予定人数が入学定員を超えたため、社会的な大きな
動向に加え、人材需要の実態として、企業からの人材需要の高まりも確認することができ
た。 
以上のことから、新設組織における定員設定は、適切であると判断した。 
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【資料１】メディアミックス展開の状況
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【資料２】世界のコンテンツ市場の規模

－　学生確保（資料）　―　3　―



－　学生確保（資料）　―　4　―

【資料３】コンテンツ産業の世界市場・日本の輸出額規模

－　学生確保（資料）　―　4　―



－　学生確保（資料）　―　5　―

【資料４】日本のコンテンツの海外売上のジャンル別構成比
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【資料５】コンテンツの海外進出の日中韓比較
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【資料６】クリエイター支援基金の統合・抜本強化
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【資料７】クリエイター・コンテンツ産業関連の予算
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【資料８】海外展開推進パッケージ
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【資料９】文化の力で世界に貢献する京都の実現
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【資料１０】18歳人口動態の変化
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【資料１１】18歳人口予測（全体︓エリア別︓2024～2036年）

18歳人口予測（全体︓エリア別︓2024～2036年）
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【資料１２】18歳人口予測（全体︓都道府県別︓2024～2036年）
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【資料１３】大学進学率の推移（現役︓エリア別︓2015～2024年）

大学進学率の推移（現役︓エリア別︓2015～2024年）
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【資料１４】大学進学率ランキング（現役︓都道府県別︓2024年）

大学進学率ランキング（現役︓都道府県別︓2024年）
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【資料１５】地元残留率（都道府県別︓2024年）
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【資料１６】大学進学時の都道府県別流入・流出者数
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【資料１７】本学の出身国別留学生数

本学の出身国別留学生数
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【資料１８】出身国（中国・韓国）別留学生数の推移

出身国（中国・韓国）別留学生数の推移
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【資料１９】未来を創造する若者の留学促進イニシアティブ
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【資料２０】本学の出身高校所在地別入学者数（2020～2024年度）

本学の出身高校所在地別入学者数（2020～2024年度）
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【資料２１】新設組織が置かれる都道府県への入学状況（別紙１）
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数

【資料２２】外国人留学生の出身国別入学者数（2020～2024年度）

本学の外国人留学生の出身国別入学者数（2020～2024年度）
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【資料２３】既設学科等の入学定員の充足状況（直近5年間）（別紙２）
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【資料２４】志願者倍率の予測値

志願者倍率の予測値
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【資料２５】既設学科等の学生募集のためのPR活動の過去の実績（別紙３）
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【資料２６】競合校との学生納付金の比較

競合校との学生納付金の比較
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【資料２７】競合校の入学志願動向（2022～2024年度）
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【資料２８】令和5年度私立大学入学者に係る初年度学生納付金等平均額
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【資料２９】学生確保に関するアンケート調査
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【資料３０】学生確保に関するアンケート調査実施校一覧

学生確保に関するアンケート調査実施校一覧
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京都精華大学の

キャラクターデザインコースが

パワーアップ！

キャラクターづくりによって育まれた
絵心を持ち、コンテンツの創造と
発信に意欲的に取り組む人

キャラクターデザインの力で、
ゲームやエンターテイメントに
携わるクリエイター

養成する
人材像

２Dイラストレーションに加えて、
新たに３Dグラフィックスとゲーム
デザインを取り入れることで、「キャ
ラクターデザイン」の学びがパワー
アップし、高度化します。

美術の基礎に多様な理論を合わせて
更に専門性の高い授業に。

マンガ学部

が開設
2026年
4月

２D、３D、ゲームの３分野にアプ
ローチしたさまざまな選択授業を用
意し、キャラクターづくりに必要な
技術や知識を学ぶための土台を固
めます。

キャラクターデザイン学科

つ の特色

学科名称は仮称であり、紙面に記載している計画内容は変更となる可能性があります。学科名称は仮称であり、紙面に記載している計画内容は変更となる可能性があります。

仮称・設置構想中

【資料３１】キャラクターデザイン学科リーフレット①
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● 京都芸術大学芸術学部キャラクターデザイン学科
● 大阪芸術大学芸術学部キャラクター造形学科
● 嵯峨美術大学芸術学部デザイン学科
キャラクターデザイン領域

デジタル化により、エンターテイメントのコンテンツも大きく変容した現代において、「メディアミックス」などを舞台に、

〈キャラクター〉はいっそう重要な役割を果たすようになりました。大学でのマンガ教育をリードする、京都精華大学

マンガ学部では、2026年度にキャラクターデザインの領域を強化・高度化し「キャラクターデザイン学科」を新設します。

これまでのメインカリキュラムである2Dイラストレーションはそのままに、新たに3Dグラフィックス、ゲームデザイン

の3つを軸にします。美術解剖学やメカニックスなど美術の基礎を固め、また、自然科学や神話学などを通じた本質

も養うことで、ストーリーテリングやコンセプトデザインに求められる高度なスキルを身につけます。こうした学びを通

じて、キャラクターデザインの力を諸領域で開花させる、現代で強く求められている人を育てます。

設置の理念

アドミッション・ポリシー

京都精華大学マンガ学部がキャラクターデザイン領域を強化し、「キャラクターデザイン学科」を新設。
メディア多様化の現代において、キャラクターデザインの力で活躍する人を育成します。

学生納付金 競合する大学又は学部学科等

お問い合わせ

1 高等学校の教育課程における
基礎学力・技能を有している

2 入学後に発展可能な、作品制作
に関する基礎知識・技能を有し
ている

知識・理解・技能領域1

1 身近な問題について、知識や
情報をもとに筋道を立てて思考
できる

2 他者の意見を理解し、自分の考
えをわかりやすく表現できる

思考・判断・表現領域2

1 新しい領域や多様な人々に対し
て先入観なく向き合い、生涯にわ
たって学習を継続する意欲がある

2 学びたい学部・学科の知識や
経験を社会で活かしたいという
目的意識を持っている

関心・意欲・態度領域3

マンガ学部
学部学科

マンガ学科 キャラクター
デザイン学科

アニメーション
学科

年間授業料 1,579,000円

※入学時には、入学金（200,000円）とその他諸経費（20,000円）が必要となります。

国際文化学部／メディア表現学部／芸術学部／デザイン学部／マンガ学部

〒606-8588 京都市左京区岩倉木野町137
https://www.kyoto-seika.ac.jp

経営企画グループ

TEL. 075-702-5201
E-mail. kikaku@kyoto-seika.ac.jp

烏丸御池烏丸御池

北山北山

北山通

北大路通

今出川通

松ヶ崎松ヶ崎

国際会館国際会館

四条（烏丸）四条（烏丸）阪急京都線

地下鉄東西線

京都河原町京都河原町

三条（三条京阪）三条（三条京阪）

祇園四条祇園四条

五条通

四条通

三条通

出町柳出町柳

修学院修学院

岩倉岩倉木野木野

京都精華大学
京都精華大前京都精華大前

至鞍馬

スクールバス
約10分

白
川
通

叡
山
電
車

叡
山
電
車

堀
川
通

烏
丸
通

地
下
鉄
烏
丸
線 河

原
町
通

川
端
通

京
阪
電
車

京
阪
電
車

七条通

至大阪 至東京JR東海道線
京　都

1

2

JR「京都」駅から約30分
京都市営地下鉄「国際会館」駅下車、3番出口より無料スクールバスで約10分

京阪電車「出町柳」駅から約20分
叡山電車に乗り換え、「京都精華大前」下車すぐ

1

2
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【資料３２】キャラクターデザイン学科リーフレット②
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【資料３３】本学マンガ学部マンガ学科入学者の入学志望順位（2023・2024年度）

本学マンガ学部マンガ学科入学者の入学志望順位（2023・2024年度）
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【資料３４】人材需要に関するアンケート調査
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フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

― 学長
サワダ　マサト

澤田　昌人
＜令和4年4月＞

理学博士
京都精華大学　学長

（令和4.4～令和8.3）

現　職
（就任年月）

別記様式第３号（その１）

（用紙　日本産業規格Ａ４横型）

教 員 名 簿

学 長 又 は 校 長 の 氏 名 等

調書
番号

役職名 年齢
保有

学位等
月額基本給
（千円）

―　教員名簿　―　1　―



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教授会 教務委員会 その他 他」の場合、会議等

キャラクター造形応用１ ○ 2 前 3 1
キャラクターデザイン研究１ ○ 3 前 3 1
キャラクターデザイン研究２ ○ 3 後 3 1
キャラクターデザイン実践１ ○ 3 前 3 1
キャラクターデザイン実践２ ○ 3 後 3 1
卒業研究実習１ ○ 4 前 4 1
卒業研究実習２ ○ 4 後 4 1
卒業制作 ○ 4 後 4 1
キャラクター造形基礎４ ○ 1 ①②③④ 6 4
キャラクターデザイン研究１ ○ 3 前 3 1
キャラクターデザイン研究２ ○ 3 後 3 1
キャラクターデザイン実践１ ○ 3 前 3 1
キャラクターデザイン実践２ ○ 3 後 3 1
卒業研究実習１ ○ 4 前 4 1
卒業研究実習２ ○ 4 後 4 1
卒業制作 ○ 4 後 4 1
人体研究１ 2・3 前 2 1
人体研究２ 2・3 後 2 1
マンガ概論１ ○ 1 ① 1 1
マンガ概論２ ○ 1 ② 1 1
メディア文化論 2・3 ① 2 1
神話キャラクター論 2・3 後 2 1
エンターテイメント総合講座 1・2 後 2 1
ゲームデザイン基礎４ ○ 1 ①②③④ 6 4
キャラクターデザイン研究１ ○ 3 前 3 1
キャラクターデザイン研究２ ○ 3 後 3 1
キャラクターデザイン実践１ ○ 3 前 3 1
キャラクターデザイン実践２ ○ 3 後 3 1
卒業研究実習１ ○ 4 前 4 1
卒業研究実習２ ○ 4 後 4 1
卒業制作 ○ 4 後 4 1
ゲームデザイン基礎１ ○ 1 ①②③④ 6 4
キャラクターデザイン研究１ ○ 3 前 3 1
キャラクターデザイン研究２ ○ 3 後 3 1
キャラクターデザイン実践１ ○ 3 前 3 1
キャラクターデザイン実践２ ○ 3 後 3 1
卒業研究実習１ ○ 4 前 4 1
卒業研究実習２ ○ 4 後 4 1
卒業制作 ○ 4 後 4 1
絵本技法 2・3 前 2 1
３Ｄグラフィックス基礎１ ○ 1 ①②③④ 6 4
３Ｄグラフィックス応用２ ○ 2 後 3 1
キャラクターデザイン研究１ ○ 3 前 3 1
キャラクターデザイン研究２ ○ 3 後 3 1
キャラクターデザイン実践１ ○ 3 前 3 1
キャラクターデザイン実践２ ○ 3 後 3 1
卒業研究実習１ ○ 4 前 4 1
卒業研究実習２ ○ 4 後 4 1
卒業制作 ○ 4 後 4 1
キャラクター造形基礎３ ○ 1 ①②③④ 6 4
キャラクターデザイン研究１ ○ 3 前 3 1
キャラクターデザイン研究２ ○ 3 後 3 1
キャラクターデザイン実践１ ○ 3 前 3 1
キャラクターデザイン実践２ ○ 3 後 3 1
卒業研究実習１ ○ 4 前 4 1
卒業研究実習２ ○ 4 後 4 1
卒業制作 ○ 4 後 4 1

5日

5日

5日

4日

5日

〇 〇

〇 〇

教育課程編成会議

教育課程編成会議

教育課程編成会議

教育課程編成会議

教育課程編成会議

教育課程編成会議

京都精華大学マンガ学部マンガ学
科専任准教授
(令和5年4月)

1

2

3

5

6

7

4

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４横型）

教 員 の 氏 名 等

（マンガ学部キャラクターデザイン学科）

調書
番号

教員
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

申請に係る学部等以外
の組織（他の大学等に
置かれる学部等を含
む）での基幹教員とし
て の 勤 務 状 況

担当授業科目の名称
主要授
業科目

配当
年次

担当
単位数

年間
開講数

現　職
（就任年月）

教育課程の編成等の意思決定に係る会議等への
参 画 状 況

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

基（主
専）

教授
イノウエ　ジュンイチ

井上　純一
<令和9年4月>

高等学校卒業

京都精華大学マンガ学部マンガ学
科専任教授

(令和2年4月)

京都精華大学マンガ学部マンガ学
科専任准教授
(令和3年4月)

基（主
専）

准教授

ツジタ　ユキヒロ
辻田　幸広

<令和8年4月>

基（主
専）

教授
京都精華大学マンガ学部マンガ学

科専任教授
(平成29年4月)

MA(RCA)
Animation

3日

5日

基（主
専）

教授
（学科長）

カン　ジュン
姜　竣

<令和8年4月>
博士（文学）

京都精華大学マンガ学部マンガ学
科専任教授

(平成23年4月)

京都精華大学マンガ学部マンガ学
科特任教授

(令和6年4月)

基（主
専）

教授
オダ タカシ
小田　隆

<令和8年4月>

修士（芸術
学）

〇

〇〇

〇 〇

教育課程編成会議

基（主
専）

〇

〇〇

教授
マルオカ　シンイチ

丸岡　慎一
<令和8年4月>

修士（芸術）

基（主
専）

准教授
ウノ　マサトモ
宇野　元智

<令和8年4月>

UNO FACTORY代表
（平成22年11月）

高等学校卒業

オガワ　ツヨシ
小川　剛

<令和8年4月>
修士（芸術）

―　教員名簿　―　2　―



キャラクター造形基礎２ ○ 1 ①②③④ 6 4
キャラクターデザイン研究１ ○ 3 前 3 1
キャラクターデザイン研究２ ○ 3 後 3 1
キャラクターデザイン実践１ ○ 3 前 3 1
キャラクターデザイン実践２ ○ 3 後 3 1
卒業研究実習１ ○ 4 前 4 1
卒業研究実習２ ○ 4 後 4 1
卒業制作 ○ 4 後 4 1
キャラクター造形論１ 2・3 前 2 1
キャラクター造形論２ 2・3 後 2 1
ゲームデザイン基礎２ ○ 1 ①②③④ 6 4
キャラクターデザイン研究１ ○ 3 前 3 1
キャラクターデザイン研究２ ○ 3 後 3 1
キャラクターデザイン実践１ ○ 3 前 3 1
キャラクターデザイン実践２ ○ 3 後 3 1
卒業研究実習１ ○ 4 前 4 1
卒業研究実習２ ○ 4 後 4 1
卒業制作 ○ 4 後 4 1
ゲームデザイン応用１ ○ 2 前 3 1
ゲームデザイン応用２ ○ 2 後 3 1
キャラクターデザイン研究１ ○ 3 前 3 1
キャラクターデザイン研究２ ○ 3 後 3 1
キャラクターデザイン実践１ ○ 3 前 3 1
キャラクターデザイン実践２ ○ 3 後 3 1
卒業研究実習１ ○ 4 前 4 1
卒業研究実習２ ○ 4 後 4 1
卒業制作 ○ 4 後 4 1
エンターテイメント総合講座 1・2・3・4 後 2 1
３Ｄグラフィックス基礎４ ○ 1 ①②③④ 6 4
キャラクターデザイン研究１ ○ 3 前 3 1
キャラクターデザイン研究２ ○ 3 後 3 1
キャラクターデザイン実践１ ○ 3 前 3 1
キャラクターデザイン実践２ ○ 3 後 3 1
卒業研究実習１ ○ 4 前 4 1
卒業研究実習２ ○ 4 後 4 1
卒業制作 ○ 4 後 4 1
ゲームデザイン基礎３ ○ 1 ①②③④ 6 4
キャラクターデザイン研究１ ○ 3 前 3 1
キャラクターデザイン研究２ ○ 3 後 3 1
キャラクターデザイン実践１ ○ 3 前 3 1
キャラクターデザイン実践２ ○ 3 後 3 1
卒業研究実習１ ○ 4 前 4 1
卒業研究実習２ ○ 4 後 4 1
卒業制作 ○ 4 後 4 1
キャラクター造形基礎１ ○ 1 ①②③④ 6 4
キャラクターデザイン研究１ ○ 3 前 3 1
キャラクターデザイン研究２ ○ 3 後 3 1
キャラクターデザイン実践１ ○ 3 前 3 1
キャラクターデザイン実践２ ○ 3 後 3 1
卒業研究実習１ ○ 4 前 4 1
卒業研究実習２ ○ 4 後 4 1
卒業制作 ○ 4 後 4 1
英語１ ○ 1 前 2 1
英語２ ○ 1 後 2 1
English Communication Advanced 1 2・3 前 2 1
English Communication Advanced 2 2・3 後 2 1
海外語学研修プログラム 1・2 ②④ 6 3
複言語学習入門 1・2 後 2 1

15 その他 教授
イトウ　ガビン（マサトシ）

伊藤　ガビン（雅敏）
<令和8年6月>

学士（経済
学）

ゲームデザイン論 2・3 ② 1 1

京都精華大学メディア表現学部メ
ディア表現学科教授

(令和3年4月)

17 その他 教授
コマツ　マサフミ

小松　正史
<令和8年10月>

修士（美術） サウンドスケープ論 2・3 ③ 1 1

京都精華大学メディア表現学部メ
ディア表現学科教授

(平成13年4月)

グローバルヒストリー 1・2 ④ 2 1

科学史 1・2 ② 2 1

19 その他 教授
シン　チャンホウ

申　昌浩
<令和8年4月>

博士（学術） 宗教学 1・2 ① 2 1

京都精華大学国際文化学部グロー
バルスタディーズ学科教授

(平成15年4月)

3日

5日

5日

5日

3日

5日教育課程編成会議

教育課程編成会議〇

〇〇

教育課程編成会議

教育課程編成会議

教育課程編成会議

京都精華大学マンガ学部マンガ学
科専任講師

(令和5年4月)

京都精華大学マンガ学部マンガ学
科専任講師

(令和3年4月)

京都精華大学マンガ学部マンガ学
科専任准教授
(令和2年4月)

京都精華大学国際文化学部グロー
バルスタディーズ学科教授

(平成27年4月)

博士(言語コ
ミュニケー
ション文化)

イソベ　ユカリ
磯辺　ゆかり

<令和8年4月>

10

11

12

13

14

18

8

9

基（主
専）

准教授
スギウラ（ジヨウ）　タミ

杉浦（城）　た美
<令和8年4月>

準学士
京都精華大学マンガ学部マンガ学

科専任准教授
(令和5年4月)

〇 〇

〇 〇

基（主
専）

講師
アイザワ　マコト

相澤　亮
<令和8年4月>

修士（美術）

基（主
専）

講師
サトウ　ユウゴ
佐藤　佑悟

<令和8年10月>
学士（芸術） 〇

株式会社八代目儀兵衛　Webデザイ
ナー

（令和6年5月）

基（主
専）

准教授
チン エン
チン　エン

<令和8年4月>
修士（文学）

〇 〇

基（主
専）

講師
ミサキ　マシロ（オカネ　ミサキ）

岬　ましろ（岡根　みさき）
<令和8年4月>

専門士

京都精華大学マンガ学部アニメー
ション学科教授
(平成2年10月)

教授

京都精華大学マンガ学部マンガ学
科特任講師

(令和6年4月)

基（主
専）

講師
ムツキ　ムンク（マエダ　ヒサコ）

睦月　ムンク（前田　久子）
<令和8年4月>

学士（人文） 教育課程編成会議

その他
サイトウ　ヒカル

斎藤　光
<令和8年6月>

理学修士

その他 教授

―　教員名簿　―　3　―



20 その他 教授
タカハシ　シンイチ

髙橋　伸一
<令和9年10月>

博士（文学） 比較文学 2・3 後 2 1

京都精華大学国際文化学部人文学
科教授

(平成10年4月)

デザイン概論１ 2・3 ① 1 1

デザイン概論２ 2・3 ② 1 1

マンガリテラシー１
2・3 ③ 2 1 〇

マンガリテラシー２
2・3 ④ 2 1

23 その他 教授
ハットリ　シズエ

服部　静枝（静江）
<令和8年4月>

修士（経済
学）

大学入門 ○ 1 ① 1 1
京都精華大学国際文化学部人文学

科教授
(平成15年9月)

美術基礎講座１ 2・3 ① 1 1
美術基礎講座２ 2・3 ② 1 1
美術基礎講座３ 2・3 ③ 1 1
美術基礎講座４ 2・3 ④ 1 1

25 その他 教授
ヤスダ　マサヒロ

安田　昌弘
<令和9年1月>

Doctor of
Philosophy

（英）
ポピュラー音楽論 2・3 ④ 1 1

京都精華大学メディア表現学部メ
ディア表現学科教授

(平成21年4月)

26 その他 教授
ヤブウチ　サトシ
籔内（薮内）　智
<令和9年1月>

修士（教育
学）

言語学 1・2 ④ 2 1
京都精華大学国際文化学部グロー

バルスタディーズ学科教授
(平成15年4月)

ダイバーシティと社会 1・2 ① 2 1

社会藝術論 2・3 後 2 1

マンガ史１ ○ 1 ③ 1 1

マンガ史２ ○ 1 ④ 1 1

29 その他 教授
ヨネモト　マサシ

米本　昌史
<令和10年1月>

修士（工学） 社会連携ＰＢＬプログラム２ 2・3 ④ 4 2
京都精華大学デザイン学部プロダ

クトデザイン学科教授
(平成19年4月)

情報科学 1・2 ③ 4 2
データサイエンス 1・2 ④ 4 2
人類と人工知能 1・2 ③ 4 2
数学 1・2 ④ 4 2
情報と倫理 ○ 1・2 ② 1 1
共通基礎演習 1・2 ① 2 1

31 その他 准教授
エサカ　ユキコ
惠阪　友紀子

<令和9年10月>
博士（文学） 書誌学 2・3 後 2 1

京都精華大学国際文化学部人文学
科准教授

(令和3年4月)

32 その他 准教授
ササキ（クシヒキ）　アタル

佐々木（櫛引）　中
<令和8年4月>

博士（文学） 哲学 1・2 ①②③④ 4 2
京都精華大学国際文化学部人文学

科准教授
(平成27年4月)

美術史 1・2 ①③ 4 2

西洋美術史 1・2 ②④ 4 2

34 その他 准教授
シミズ　タカオ
清水　貴夫

<令和8年6月>
修士（文学） 海外文化研修プログラム 1・2 ②④ 6 3

京都精華大学国際文化学部グロー
バルスタディーズ学科准教授

(令和2年4月)

35 その他 准教授
シライ　サトシ

白井　聡
<令和8年6月>

博士（社会
学）

政治学 1・2 ② 2 1
京都精華大学国際文化学部人文学

科准教授
(平成27年4月)

京都精華大学芸術学部造形学科准
教授

(平成30年4月)

京都精華大学国際文化学部人文学
科教授

(平成21年4月)

教育課程編成会議

教育課程編成会議〇

ワタナベ　トモノリ
渡辺　知規

<令和8年4月>

京都精華大学共通教育機構教授
(令和4年4月)

博士（人間・
環境学）

博士（数理科学）その他 教授

その他 准教授
サバエ　ヒデキ

鯖江　秀樹
<令和8年4月>

その他 教授

〇

〇

学術博士

30

33

27

28

ヤマダ　ソウヘイ
山田　創平

<令和8年4月>
博士（文学）

21

22

24

教授
ニシダ　シンジロウ

西田　真二郎
<令和9年10月>

文芸学士

京都精華大学マンガ学部マンガ学
科専任教授

(平成20年4月)

その他 教授
ヨシムラ　カズマ

吉村　和真
<令和8年10月>

修士（文学）
※

京都精華大学マンガ学部マンガ学
科専任教授

(平成18年4月)

その他

その他 教授
タニモト（マスオカ）　ナオコ

谷本（益岡）　尚子
<令和8年6月>

京都精華大学デザイン学部デザイ
ン学部共通教授
(令和3年4月)

その他 教授
ハマダ　クニヒロ

濱田　邦裕
<令和8年4月>

京都精華大学芸術学部造形学科教
授

(平成4年10月)
工学修士

―　教員名簿　―　4　―



日本語１ ○ 1 前 2 1
日本語２ ○ 1 後 2 1
上級日本語 2・3 前 2 1
日本語学 1・2 ③ 2 1

37 その他 准教授
ニシノ　アツシ
西野　厚志

<令和9年1月>
博士（学術） 文学 1・2 ④ 2 1

京都精華大学国際文化学部人文学
科准教授

(平成27年4月)

38 その他 准教授
マツシタ　テツヤ

松下　哲也
<令和9年4月>

博士(歴史学) キャラクター表現史 2・3 前 2 1
京都精華大学マンガ学部マンガ学

科専任准教授
(令和4年4月)

〇

国内ショートプログラム 1・2 ②④ 6 3

社会連携ＰＢＬプログラム１ 2・3 ② 4 2

キャリア２ 2・3 ② 1 1
キャリア３ ○ 3 ③ 1 1
新時代のキャリア 1・2 ③ 1 1
ソーシャルスキルトレーニング 2・3 前後 2 2
仕事体験２ 1・2 ②④ 2 2

41 その他 准教授

ユーシーエヌブイ（コムラ　マ
サノブ）

ucnv（小村　雅信）
<令和8年4月>

修士（メディ
ア表現）

画像工学２ 2・3 ① 1 1
京都精華大学メディア表現学部メ

ディア表現学科准教授
(令和5年4月)

メディア技術論１ 2・3 ③ 1 1

メディア技術論２ 2・3 ④ 1 1

歴史学 1・2 ② 2 1

京都の歴史 2・3 後 2 1

京都の伝統工芸講座１ 2・3 前 2 1

京都の伝統工芸講座２ 2・3 後 2 1

京都の伝統産業実習 2・3 ② 4 2

45 その他 講師
アオノ　クミコ
青野　久美子
<令和8年4月>

学士（文学） オフィスソフトスキル入門 1 前後 2 1
株式会社モーリス　講師

（平成23年9月）

46 その他 講師
アサト　イッセイ

朝戸　一聖
＜令和9年10月＞

学士（芸術） アナログゲーム制作実習 2・3 後 2 1
京都精華大学デザイン学部　非常勤

講師
(令和5年4月1日)

和の伝統文化論 1・2 ①③ 4 2

京都学 1・2 ② 2 1

スペイン語１ 2 前 2 1

スペイン語２ 2 後 2 1

ポートフォリオデザイン 2・3 後 2 1

デジタルソフト実習 2・3 後 2 1

50 その他 講師
イソベ　アツシ
磯部　淳史

<令和8年10月>
博士（文学） 東洋史 1・2 ③ 2 1

京都精華大学 共通教育機構 非常勤
講師

（平成30年4月）

51 その他 講師
イマグチ　ノリオ

今口　法雄
＜令和9年10月＞

修士（美術） 動物作画実習 2・3 前 2 1
株式会社ピー・エフ・エムコーポレー

ション　デザイン担当
（令和6年12月まで）

52 その他 講師
イワタ　マユコ
岩田　真由子

<令和8年10月>

博士（文化史
学）

日本史 1・2 ③ 2 1
京都精華大学 共通教育機構 非常勤

講師
（令和4年4月）

アベ　ケンイチ
阿部　健一

<令和8年4月>

総合地球環境学研究所 客員教授
（平成20年4月）

(株)ECC　講師
（令和2年9月）

京都精華大学マンガ学部マンガ学科
非常勤講師

(平成31年4月1日)

修士（農学）

アレハンドロ　コロミナス
アレハンドロ　コロミナス

<令和8年4月>

学士（歴史
学）

ヤマダ　アキコ
山田　亜紀子
<令和8年6月>

博士（文学）
京都精華大学国際文化学部人文学

科准教授
(令和6年4月)

スミダ　テツロウ

住田　哲郎

<令和8年4月>

文学修士

博士（学術）
京都精華大学共通教育機構准教授

(平成29年4月)

京都精華大学共通教育機構准教授
(令和6年4月)

修士（経営
学）

京都精華大学国際文化学部グロー
バルスタディーズ学科准教授

(令和2年4月)
39

40

48

42

43

44

47 その他

その他 講師

ミナミ　リョウタ
南　了太

<令和8年6月>

京都精華大学メディア表現学部メ
ディア表現学科准教授

(令和5年4月)

その他 准教授
ヨシナガ　タカノリ

吉永　隆記
<令和8年6月>

その他 准教授
ヨネハラ　ユウジ

米原　有二
<令和9年4月>

その他 准教授

准教授

その他 准教授

その他

36

講師

修士（政策科
学）

その他 准教授
ヨシカワ　ヨシモリ

吉川　義盛
<令和8年10月>

学士（教育
学）

京都精華大学国際文化学部人文学
科准教授

(令和2年4月)

イシモト　ユキコ
石本　幸子

<令和9年4月>
学士（英語学）その他 講師49
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16 その他 講師
ウスビ　サコ
ウスビ・サコ

<令和9年10月>
博士（工学） グローバルデザイン論１ 2・3 ④ 1 1

京都精華大学デザイン学部建築学
科非常勤講師
(令和7年4月)

３Ｄモデリング技法 2・3 後 2 1

デジタルフィギュア造形 2・3 後 2 1

54 その他 講師
オオタニ　マサキ

大谷　正樹
＜令和9年4月＞

専門士 ビジュアルストーリーテリング 2・3 前 2 1
株式会社エクスペクタ　代表

（令和6年3月）

55 その他 講師
オカモト　シュウ

岡本　秀
＜令和9年10月＞

修士（芸術） コスチューム作画実習 2・3 後 2 1
株式会中村藤吉本店　デザインスタッ

フ
（令和6年12月）

56 その他 講師
オガワ　タイセイ

小川　大成
<令和8年6月>

法務博士（専門
職）

法学 1・2 ② 2 1
京都大学大学院法学研究科　在学

（令和4年4月）

57 その他 講師
オガワ　タケル

小川　雄
<令和8年4月>

博士（哲学） 倫理学 1・2 ① 2 1
同志社大学文学部　助教

（平成30年4月）

58 その他 講師
オギノ　シンカイ

荻野　慎諧
<令和8年月>

博士（理学） 空想生物デザイン論 1・2 前 2 1
徳島県勝浦町参与地域プロジェクトマ

ネージャー
(令和3年4月)

59 その他 講師
オグラ　ヨシヤ
小倉　由也

＜令和9年4月＞
高等学校卒業 ３Ｄグラフィックス応用１ ○ 2 前 3 1

大阪芸術大学　客員教授
（令和6年10月）

60 その他 講師
オザキ　マサユキ

尾崎　正幸
<令和8年4月>

体育学修士 スポーツ実習１ 1・2 前 1 1
京都精華大学 共通教育機構 非常勤

講師
（平成17年4月）

61 その他 講師
オノ　ヒロノブ
小野　啓亘

＜令和9年6月＞
学士（教育学） 基礎立体・彫塑 2・3 ② 2 1

京都府立洛北高等学校　再任用教員
（令和3年4月）

経済学 1・2 ② 2 1

サステナビリティと社会 1・2 ③ 2 1

63 その他 講師
カタヤマ　タツキ

片山　達貴
＜令和9年10月＞

学士（芸術） カメラ表現技法 2・3 後 2 1
京都芸術大学 非常勤講師

（平成31年4月）

64 その他 講師
カヨウ　ヒデアキ

嘉陽　英朗
<令和8年6月>

修士（経済
学）

自然科学概論 1・2 ②④ 4 2
京都精華大学共通教育機構非常勤

講師
(平成29年4月)

キャリア１ 1 ① 1 1
職業研究 2・3 後 2 1
クリエイティブの現場 2・3 前 2 1
ポートフォリオ専門実習 2・3 ④ 1 1
仕事体験１ 1・2 ②④ 2 2

66 その他 講師
キタ　コウダイ
来田　広大

＜令和8年4月＞
修士（美術） ３Ｄグラフィックス基礎２ ○ 1 ①②③④ 6 4

京都精華大学　マンガ学部　非常勤講
師

(令和7年4月)

67 その他 講師
キタムラ　タスク

来田村　輔
<令和8年4月>

博士（理学） 生物学 1・2 ①③ 4 2
京都精華大学 共通教育機構 非常勤

講師
（令和2年4月）

68 その他 講師
キヌカワ　ヤスノリ

衣川　泰典
<令和8年4月>

修士（美術） 写真技法 1・2 ①②③④ 2 2
京都精華大学芸術学部非常勤講師

（平成21年4月）

○学士(芸術)

短期大学士（イ
ンテリア・建築）

工学博士

大阪芸術大学　非常勤講師
（平成28年4月）

京都精華大学 国際文化学部 教授
(平成13年4月）

65 その他 講師
カワセ（カワモト）　サヨ

川瀬（河本）　紗世
<令和8年4月>

オンチ　ノリオ
恩地　典雄

<令和8年6月>

オオガミ　タケヒコ
大上　竹彦

＜令和9年10月＞

京都精華大学共通教育機構講師
(令和6年4月)

その他 講師

その他 講師

53

62
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韓国語１ 2 前 2 1

韓国語２ 2 後 2 1

70 その他 講師
クロナユタ

くろなゆた(安井 那央子)
<令和9年10月>

学士（芸術） キャラクター造形応用２ ○ 2 後 3 1
京都精華大学　マンガ学部　非常勤講

師
(令和5年4月)

71 その他 講師
コヤマ　タケアキ

小山　武聡
<令和8年4月>

学士（経営
学）

プログラミング１ 1・2 ① 1 1
株式会社モーリス講師

（平成28年11月）

72 その他 講師
サイトウ　ユキノブ

斉藤　幸延
＜令和9年4月＞

学士（芸術工
学）

クリーチャー作画実習 2・3 前 2 1
株式会社バンタン　バンタンゲームア

カデミー大阪港　非常勤講師
（平成28年4月）

73 その他 講師
サクシャ２

さくしゃ２（尾身 はるな）
＜令和9年4月＞

デジタルイラスト技法 2・3 前 2 1
京都精華大学　マンガ学部　非常勤講

師
(令和7年4月)

74 その他 講師
サダクニ　タカノブ

貞國　貴信
<令和8年10月>

法学士 アカデミックスキル２ ○ 1 後 2 1
株式会社イング講師
（平成28年4月）

English Discussion 2・3 前 2 1

Effective Presentation 2・3 後 2 1

フランス語１ 2 前 2 1

フランス語２ 2 後 2 1

77 その他 講師
シシド　アキヒコ

宍戸　明彦
<令和8年4月>

修士（アメリカ研
究）

ジェンダーと社会 1・2 ③ 2 1
京都精華大学 共通教育機構 非常勤

講師
（令和4年4月）

78 その他 講師
シバタ　アツキ

芝田　篤紀
<令和9年1月>

博士（学術） 地理学 1・2 ④ 2 1
奈良大学 文学部 講師

（令和3年4月）

79 その他 講師
シモモト　ヨシミツ

下元　善光
<令和9年4月>

学士（美術） ポートフォリオ基礎実習 2・3 前後 2 2
京都精華大学 共通教育機構 非常勤

講師
（平成21年4月）

80 その他 講師
シン　ヒョンオ
申　ヒョンオ

<令和8年4月>

博士（国際関係
学）

日本国憲法 1・2 ①③ 4 2
京都精華大学 共通教育機構 非常勤

講師
（令和2年4月）

81 その他 講師
スギウラ　ユキ
杉浦　由紀

＜令和9年10月＞
専門士 表現実践技法 2・3 後 2 1

京都精華大学　マンガ学部　非常勤講
師

(令和7年4月)

82 その他 講師
スギヤマ　ケイジ

杉山　圭司
<令和8年4月>

学士(工学) ３Ｄグラフィックス基礎３ ○ 1 ①②③④ 6 4
大阪情報コンピュータ専門学校教員

(令和5年7月)

83 その他 講師
スズキ　タケオ

鈴木　赳生
<令和8年10月>

博士（文学） グローバル共生社会論 2・3 後 2 1
京都精華大学国際文化学部グロー

バルスタディーズ学科講師
(令和5年10月)

84 その他 講師
スミジ　マホ
隅地　茉歩

<令和8年6月>
文学修士 身体表現論 1・2 ② 2 1

京都精華大学 共通教育機構 非常勤
講師

（平成26年4月）

69

76

(株)ECC　講師
（令和4年10月）

その他 講師
サトウ　ヨシアキ

佐藤　嘉晃
<令和9年4月>

その他 講師

修士(文学)

(株)ECC　講師
（令和5年10月）

博士（公法
学）

キム　テヒョン
金　兌炫

<令和8年4月>
修士(教育学)

京都精華大学共通教育機構非常勤
講師

（令和5年4月）

その他 講師
サルガロロ　ルディ
サルガロロ　ルディ

<令和8年4月>

75
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85 その他 講師
セン　ギョウバイ

戦　暁梅
<令和9年1月>

博士（学術） 日本文化概論 1・2 ④ 1 1
国際日本文化研究センター 教授

（令和4年10月）

86 その他 講師
タカハシ　チアキ

高橋　千晶
<令和8年6月>

修士（美術） 芸術学 1・2 ②④ 4 2
京都精華大学 共通教育機構 非常勤

講師
（令和4年4月）

87 その他 講師
タグチ　リョウイチ

田口　涼一
<令和8年4月>

博士（芸術） デッサン 1・2 ① 1 1
京都精華大学芸術学部非常勤講師

（平成24年4月）

88 その他 講師
タナカ　ヒサヤ
田中　寿哉

<令和8年6月>
学士(経済学) 留学生のための日本ビジネス論 2・3 ② 1 1

株式会社 コトブック
（平成29年7月）

89 その他 講師
チタリ

千足（武田　恵子）
＜令和9年4月＞

専門士 アナログ描画技法 2・3 前 2 1
嵯峨美術大学・嵯峨美術短期大学

客員准教授
（令和3年4月）

コンテンツ産業論１ 2・3 ③ 1 1

コンテンツ産業論２ 2・3 ③ 1 1

91 その他 講師
ナカムラ　ジュンコ

中村　潤子
<令和8年6月>

文学修士 考古学 1・2 ② 2 1
京都精華大学 共通教育機構 非常勤

講師
（平成2年4月）

ゲーム史 2・3 前 2 1

ゲーム産業論 2・3 後 2 1

93 その他 講師
ナミキ　セイシ
並木　誠士

<令和9年1月>
修士（文学） 工芸概論 1・2 ④ 2 1

京都工芸繊維大学 特定教授
（平成7年4月）

94 その他 講師
ニシガキ　ユウ

西垣　有
<令和8年4月>

博士（人間科
学）

文化人類学 1・2 ① 2 1
京都精華大学 共通教育機構 非常勤

講師
（令和4年4月）

95 その他 講師
ニシモト　ユウキ

西本　裕樹
<令和8年4月>

社会学士 アカデミックスキル１ ○ 1 前 2 1
株式会社イング講師
（平成27年4月）

96 その他 講師
ノムラ　ハルミ
野村　晴美

<令和8年10月>

博士（医療福祉
学）

スポーツ実習２ 1・2 後 1 1
京都精華大学 共通教育機構 非常勤

講師
（平成10年4月）

97 その他 講師
ハシモト　アキヒコ

橋本　章彦
<令和8年4月>

博士（文学） 民俗学 1・2 ①③ 4 2
京都精華大学 共通教育機構 非常勤

講師
（平成16年4月）

98 その他 講師
フナキ　リユウ
舩木　理悠

<令和8年10月>
博士（芸術学） 美学 1・2 ③ 2 1

同志社大学 嘱託講師
（令和1年4月）

ゲームプランニング 2・3 後 2 1

ゲーム編集技法 3・4 前 2 1

100 その他 講師
ホリウチ　ショウヘイ

堀内　翔平
<令和8年4月>

修士（人間・環
境学）

社会学 1・2 ① 2 1
合同会社SHUJUSHUJU（S huJu 不動

産） 代表
（令和5年2月）

101 その他 講師
マスク

ますく(坂本一樹）
<令和9年4月>

学士（美術） ＣＧ史 2・3 ③ 1 1
京都精華大学 デザイン学部　非常勤

講師
（令和5年12月）

102 その他 講師
マツオカ　ミチヒロ

松岡　ミチヒロ
<令和9年4月>

高等学校卒業 アナログフィギュア造形 2・3 前 2 1
京都精華大学マンガ学部マンガ学科

非常勤講師
(令和2年4月1日)

ゲームＵＩデザイン 2・3 前 2 1

ゲームエンジン実習 2・3 前 2 1

90
京都精華大学メディア表現学部メ

ディア表現学科講師
(令和3年4月)

ベーテ　ユーリ　クロサキ
ベーテ・有理・黒崎（ベーテ

ユーリ　クロサキ）
＜令和9年4月＞

ナゴヤ　ヒデヒト
名古屋　秀仁
<令和8年4月>

マツダ　スグル
松田　卓

<令和9年4月>

トダ　コウタ
戸田　康太

<令和8年10月>
修士(芸術）

学士（法律）

学士（アジア研
究）

高等学校卒業

ハッピージャム株式会社
エグゼクティブプロデューサー

(令和1年10月)

株式会社グループSNE所属クリエイ
ター

（平成21年10月）

京都精華大学マンガ学部マンガ学科
非常勤講師

(令和4年4月1日)

その他 講師

その他 講師

その他 講師

92

99

103

その他 講師
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104 その他 講師
マツナガ　ジュンコ

松永　順子
<令和8年4月>

経営学士 グラフィックデザインソフトスキル 1 ①②③④ 1 1
株式会社モーリス講師

（平成18年7月）

映像編集 2・3 後 2 1

デジタル動画技法 2・3 後 2 1

106 その他 講師
ミゾイ　ユキエ
溝井　ゆきゑ

<令和8年6月>
経済学士 プログラミング２ 1・2 ② 1 1

株式会社モーリス講師
（平成24年4月）

107 その他 講師
ムラタ　コウケン

村田　好謙
＜令和9年6月＞

高等学校卒業 工芸 2・3 ② 2 1
京都精華大学芸術学部非常勤講師

（平成5年4月）

トランスメディアストーリーテリング 2・3 後 2 1

ＶＲコンテンツ制作 2・3 後 2 1

109 その他 講師
モリシタ　マサナオ

森下　正修
<令和8年4月>

文学博士 心理学 1・2 ①③ 4 2
京都府立大学 公共政策学部 教授

（平成17年10月）

身体文化演習 1・2 前後 4 2

健康学 1・2 ② 2 1

日本美術史 1・2 ①③ 4 2

東洋美術史 1・2 ②④ 4 2

112 その他 講師
ユー　スギョン

ユー　スギョン（庾　水敬）
<令和8年10月>

博士（芸術） 現代文化論 2・3 後 2 1
京都精華大学国際文化学部人文学

科講師
(令和6年4月)

中国語１ 2 前 2 1

中国語２ 2 後 2 1

３Ｄテクスチャリング 2・3 前 2 1

３Ｄ背景モデリング 2・3 後 2 1

115 その他 講師
ロウニン

浪人（幸田　和磨）
＜令和9年4月＞

学士（情報学） 背景技法 2・3 前 2 1
京都精華大学　非常勤講師

（平成31年4月）

116 その他 講師
ワタリ　タケシ

渡　猛
<令和8年4月>

高等学校卒 コミュニケーション実践実習 1・2 ①③ 2 2
即興演劇パフォーマー

（平成10年）

113

110

（注）

３　「主要授業科目」の欄は，授業科目が主要授業科目に該当する場合，欄に「○」を記入すること。

４　「教育課程の編成等の意思決定に係る会議等への参画状況」の欄は，教育課程の編成等についての意思決定を行う会議体で所属予定の会議体がある場合，欄に「○」を記入すること。

５　「申請に係る大学等の職務に従事する週当たりの平均日数」及び「申請に係る学部等以外の組織（他の大学等に置かれる学部等を含む）での基幹教員としての勤務状況」の欄は，基幹教員のみ記載すること。

６　「申請に係る学部等以外の組織（他の大学等に置かれる学部等を含む）での基幹教員としての勤務状況」の欄は，申請に係る学部等以外の組織（他の大学等に置かれる学部等を含む）で基幹教員として勤務している場合，その大学及び学部等の名称及びそれらの

　学部等での教員区分を記載すること。

２　私立の大学の学部又は短期大学の学科の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合又は大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。

１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。

その他 講師
ヨウ　ヘキセイ

楊　璧菁
<令和8年4月>

その他 講師

学士（発達心
理学）

(株)ECC　講師
（令和6年3月）

博士（学術）

ヨコタ　ユウキ
横田 雄輝

＜令和9年4月＞

モデキ　ケンタロウ
茂出木　謙太郎

＜令和9年10月＞

マルヤマ　マキコ
丸山　真貴子
<令和9年4月>

ヤマダ　サヤカ
山田　小夜歌
<令和8年4月>

専門士

学士（人文）

修士（DCM）

大阪デザイナー専門学校　非常勤講
師

（平成26年3月）

京都精華大学共通教育機構講師
(令和4年4月)

京都精華大学マンガ学部マンガ学科
非常勤講師

(令和3年4月1日)

114

111

その他 講師

その他 講師

その他 講師

その他 講師
ヤマナ　シンセイ

山名　伸生
<令和8年4月>

文学修士
京都精華大学 国際文化学部 教授

（昭和62年4月）

105

108
株式会社キッズプレート　代表取締役

（平成18年3月）
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職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 人 人 1人 人 人 1人

修 士 人 人 人 2人 1人 人 人 3人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 1人 人 人 人 1人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 2人 人 人 人 人 2人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 2人 人 人 人 2人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 1人 人 人 人 人 人 1人

学 士 人 人 2人 人 人 人 人 2人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 1人 人 人 人 人 人 1人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 1人 人 人 1人

修 士 人 1人 2人 2人 1人 人 人 6人

学 士 人 人 2人 人 人 人 人 2人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 1人 人 3人 人 人 人 4人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度における状況を記載すること。

４　「基幹教員の年齢構成・学位保有状況」欄の「基幹教員」は，大学院の研究科又は研究科の専攻の場合，「専任教員」と読み替えること。

准 教 授

その他：
高等学校
卒業（1
名）、準
学士（1
名）

別記様式第３号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基幹教員の年齢構成・学位保有状況

教 授
その他：
高等学校

卒業

講 師
その他：
専門士

助 教

合 計

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，基幹教員についてのみ作成すること。

５　専門職大学院若しくは専門職大学の前期課程を修了した者又は専門職大学又は専門職短期大学を卒業した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を

　記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。
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